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は
じ
め
に

　
一
、
手
鑑
に
収
載
さ
れ
る
古
筆
切
の
共
通
点

　
二
、
伝
宗
尊
親
王
筆
「
日
向
切
」
に
注
目
し
て

　
三
、
古
筆
切
の
裏
書
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
結
び
に
か
え
て

　
　
　
附
表
1
　「
藻
塩
草
」「
見
努
世
友
」
収
載
古
筆
切
対
比
一
覧

　
　
　
附
表
2
　「
見
努
世
友
」
収
載
古
筆
切
裏
書
（
墨
書
）
一
覧

は
じ
め
に

出
光
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」（
国
宝
）
は
、
江
戸
時
代
に

古
筆
の
目
利
き
を
家
業
と
し
た
古
筆
家
の
基
準
台
帳
と
し
て
、
古
筆
家
宗
家
十
代
・

了
伴
（
一
七
九
〇
―
一
八
五
三
）
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
た
古
筆
手
鑑
「
藻
塩
草
」（
国
宝
、

京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
や
古
筆
家
別
家
の
古
筆
了
仲
（
一
六
五
五
―
一
七
三
六
）
の
手
に

よ
る
古
筆
手
鑑
「
翰
墨
城
」（
国
宝
、
静
岡
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）
と
と
も
に
「
三
大
手

鑑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
藻
塩
草
」
と
内
容
が
近
似
し
て
い
る
こ
と

古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
つ
い
て
（
4
）　─
─
　収
載
さ
れ
る
古
筆
切
に
注
目
し
て

金
子

　馨

か
ら
、「
見
努
世
友
」
も
古
筆
了
伴
の
手
に
よ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
前
稿
（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
）
に
お
い
て
手
鑑
の
配
列
（
古

筆
切
が
押
さ
れ
て
い
る
順
序
、
構
成
）
に
注
目
し
て
「
三
大
手
鑑
」
の
配
列
を
比
較
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴
が
確
認
さ
れ
、
時
代
や
制
作
者
（
調
製
者
）
の
趣
向
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
［
註
1
］。
つ
ま
り
、
内
容
の
近
似
性
が
説
か
れ

同
一
人
物
（
了
伴
）
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
藻
塩
草
」
と
「
見
努

世
友
」
は
、
同
一
人
物
の
制
作
・
調
製
と
断
定
し
き
れ
な
い
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
両
手
鑑
に
収
載
さ
れ
る
古
筆
切
に
注
目
し
、
そ
の
連
関
に
つ

い
て
比
較
・
検
証
す
る
こ
と
で
、
両
手
鑑
の
関
係
性
に
つ
い
て
今
少
し
迫
り
た
い
。

ま
た
、
古
筆
本
家
旧
蔵
資
料
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
注
目
す
る
と
、
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
収
載
さ
れ
る
伝

宗
尊
親
王
筆
「
日
向
切
」
な
ど
に
関
す
る
記
述
（
注
記
）
が
確
認
で
き
る
た
め
、
本

稿
に
お
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
前
稿
（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
号
）［
註
2
］
に
お
い
て
言
及
し

た
裏
書
（
墨
書
）
に
つ
い
て
も
情
報
を
整
理
し
、
改
め
て
考
察
を
附
す
も
の
で
あ
る
。
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一
、
手
鑑
に
収
載
さ
れ
る
古
筆
切
の
共
通
点

前
稿
に
お
い
て
「
三
大
手
鑑
」
の
配
列
を
比
較
し
た
上
で
、
古
筆
手
鑑
「
藻
塩

草
」
と
「
見
努
世
友
」
は
、「
構
成
（
配
列
）
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き

た
が
、
一
部
で
相
違
も
確
認
さ
れ
る
た
め
制
作
者
や
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
検
討
の

余
地
が
残
る
」
と
言
及
し
た
［
註
3
］。

し
か
し
調
製
時
期
の
違
い
や
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
伝
来
の
手
鑑
（
例
え
ば
「
藻
塩
草
」

は
目
録
の
み
了
伴
で
了
伴
以
前
の
調
製
で
あ
る
な
ど
）
で
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
配
列
に
違
い

が
確
認
で
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
両
手
鑑
に
収
載
さ
れ
る

古
筆
切
に
注
目
し
、
両
手
鑑
の
近
似
性
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

両
手
鑑
に
つ
い
て
是
澤
恭
三
氏
は
、「
見
努
世
友
」（
表
一
一
七
葉
、
裏
一
一
二
葉
の

計
二
二
九
葉
）・「
藻
塩
草
」（
表
一
一
七
葉
、
裏
一
二
六
葉
の
計
二
四
二
葉
）［
註
4
］
両
手
鑑

に
収
載
さ
れ
る
古
筆
切
を
対
照
し
た
上
で
、「「
見
ぬ
世
の
友
」
に
有
っ
て
「
藻
塩

草
」
に
無
い
も
の
が
一
一
八
種
、「
藻
塩
草
」
に
あ
っ
て
「
見
ぬ
世
の
友
」
に
無
い

も
の
一
二
九
種
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
以

前
の
古
筆
切
の
殆
ん
ど
が
網
羅
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
［
註
5
］。
つ
ま
り
、

両
手
鑑
に
は
一
一
一
種
の
重
複
が
確
認
さ
れ
る
。
両
手
鑑
の
内
容
（
重
複
状
況
）
に

つ
い
て
は
稿
末
の
［
附
表
1
］（
古
筆
切
対
比
一
覧
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

両
手
鑑
が
同
一
人
物
の
手
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
同
時
期
に
古
筆
家
に
存
在
し
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
古
筆
手
鑑
を
調
製
す
る
際
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
手
許
に

あ
る
古
筆
切
を
分
割
し
収
載
し
た
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
両
手
鑑
の
内
容
の
精
査
を
行
い
関
連
性
に
つ
い
て
比
較
検
証
を
試
み
た
が
、

思
っ
て
い
た
程
連
続
す
る
古
筆
切
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
伝
源
実
朝
筆
「
中
院
切
」、

隆
尊
筆
「
金
峯
山
切
」
の
二
種
が
連
続
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

図 2　�中院切（古筆手鑑「見努世友」のうち）�
国宝　出光美術館

図 1　�中院切（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館
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伝
源
実
朝
筆
「
中
院
切
」
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
断
簡

で
、
両
手
鑑
に
押
さ
れ
て
い
る
も
の
は
巻
八
・
別
の
断
簡
で
あ�

る
。「
藻
塩
草
」
に
押
さ
れ
る
一
葉
（
裏
一
一
〇
番
）
は
四
八
八
番�

歌
の
断
簡
で
［
図
1
］、「
見
努
世
友
」
に
押
さ
れ
る
一
葉
（
表
一
一

三
番
）
は
四
八
九
・
四
九
〇
番
歌
の
断
簡
［
図
2
］
で
前
後
に
連
続�

す
る
。
虫
損
痕
の
状
況
か
ら
、
両
断
簡
は
表
裏
の
関
係
で
あ
っ�

た
こ
と
が
わ
か
る
。
少
な
く
と
も
「
藻
塩
草
」
調
製
時
に
は
相�

剥
ぎ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
相
違
な
い
が
、
伝
来
を
示
す
記
録
は�

な
く
、
い
つ
相
剥
ぎ
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
手
鑑
に
貼
り
込
ま
れ�

た
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
い
で
両
手
鑑
に
押
さ
れ
て
い
る
「
金
峯
山
切
」
は
、『
大
般�

若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
百
七
（
第
二
分
善
現
品
第
六
之
二
）
の
断
簡�

で
、「
見
努
世
友
」
に
押
さ
れ
る
一
葉
（
裏
九
六
番
）
は
巻
末
の
断�

簡
［
図
3
］
で
、「
藻
塩
草
」
に
押
さ
れ
る
一
葉
（
裏
八
二
番
）
は�

「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
の
前
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
［
図
4
］。

「
金
峯
山
切
」
は
元
巻
子
本
で
、
前
後
に
連
続
す
る
。「
見
努
世�

友
」
収
載
断
簡
の
方
が
内
容
の
よ
い
箇
所
が
収
め
ら
れ
て
い
る�

と
言
え
よ
う
か
。

ま
た
、
連
続
す
る
断
簡
で
は
な
い
が
、
伝
邦
省
親
王
筆
「
松

梅
院
切
」
は
、「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
（
表
三
三
番
）
が
「
北
野

社
法
楽
和
歌
（
元
徳
二
年
）」
巻
頭
部
分
の
断
簡
［
図
5
］
に
対
し
て
、

「
藻
塩
草
」
収
載
断
簡
（
表
三
四
番
）
は
巻
末
部
分
の
断
簡
［
図
6
］

が
押
さ
れ
て
お
り
、
両
手
鑑
の
連
関
を
考
え
て
み
た
く
な
る
。

右／図 4　�金峯山切（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　国宝　京都国立博物館
左／図 3　�金峯山切（古筆手鑑「見努世友」のうち）　国宝　出光美術館
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図 8　�粟田切�
（古筆手鑑「翰墨城」のうち）　�
国宝　MOA美術館

図 6　�松梅院切�
（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館

図 9　�粟田切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　�
国宝　出光美術館

図 5　�松梅院切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　�
国宝　出光美術館

図 7　�粟田切�
（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館
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よ
う
［
註
6
］。

さ
ら
に
、
両
手
鑑
に
希
少
な
断
簡
で
あ
る
伝
後
醍
醐
天
皇
筆
「
吉
野
切
」（「
見
努

世
友
」
表
二
三
番
、「
藻
塩
草
」
表
二
四
番
）［
図
10
］、
伝
光
厳
天
皇
筆
「
六
条
切
」（「
見
努

世
友
」
表
二
四
番
、「
藻
塩
草
」
表
二
五
番
）［
図
11
］、
伝
光
明
天
皇
筆
「
天
龍
寺
切
」（「
見

努
世
友
」
表
二
五
番
、「
藻
塩
草
」
表
二
六
番
）［
図
12
］
が
共
通
し
て
押
さ
れ
て
い
る
点
は

特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
伝
後
光
厳
天
皇
筆
「
兵
庫
切
」
は
、「
見

両
手
鑑
の
収
載
断
簡
だ
け
で
は
連
続
し
な
い
が
、
伝
藤
原
信
実
筆
「
粟
田
切
」
は
、

古
筆
別
家
に
伝
来
し
た
古
筆
手
鑑
「
翰
墨
城
」
に
押
さ
れ
て
い
る
一
葉
を
挟
む
と�

三
葉
が
連
続
す
る
。「
粟
田
切
」
は
『
法
然
寺
地
蔵
縁
起
絵
巻
（
地
獄
験
記
絵
巻
）』
の

詞
書
の
断
簡
で
、「
藻
塩
草
」
収
載
断
簡
［
図
7
］、「
翰
墨
城
」
収
載
断
簡
［
図
8
］、

「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
［
図
9
］
の
順
で
連
続
す
る
。
関
連
性
を
考
え
た
い
が
、『
翰

墨
城
』
は
江
戸
時
代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
手
鑑
で
あ
る
た
め
、
偶
然
の
連
続
と
言
え

図 10-1　�吉野切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　
国宝　出光美術館

図 10-2　�吉野切�
（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館

図 11-1　�六条切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　�
国宝　出光美術館

図 11-2　�六条切�
（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館
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努
世
友
」（
表
二
七
番
）［
図
13
］
に
押
さ
れ
て
い
る
が
、「
藻
塩
草
」
に
は
な
く
「
葉
室

切
」（「
尾
張
切
」
と
も
）
が
押
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
『
古
筆
名
葉
集
』
な
ど
の
諸
本
に
目
を
通
す
と
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

刊
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
六
条
切
」「
天
龍
寺
切
」
の
名
が
確
認
で
き
る

も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
諸
本
に
名
が
見
ら
れ
る
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。

古
筆
別
家
三
代
・
了
仲
（
一
六
五
六
―
一
七
三
六
）
の
手
に
な
る
『
古
筆
切
名
物
』

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
記
載
が
確
認
で
き
る
（
該
当
す
る
箇
所
の
み
抜
書
き

す
る
。
／
は
改
行
、
以
下
同
）［
註
7
］。

光
厳
院
　
　
四
半
切
　
青
紫�

雲
紙
集
不
知
／
十
一
行
或
九
行

光
明
院
　
　
四
半
雲
紙
　
集
新
勅
撰�

又
続
後
撰

後
光
厳
院
　
尾
張
切
　
四
半�

古
今
／
後
撰

　
　
　
　
　
四
半
切
　
杉
原
紙
／
集
不
知

古
筆
本
家
七
代
・
了
延
（
一
七
〇
四
―
七
四
）
撰
『
古
筆
類
葉
集
』（
明
和
七
年
〈
一

七
七
〇
〉）
に
は
、

光
厳
院
　
　
四
半
切
　
紫
青
雲
紙
　
集
不
知
　
十
一
行
或
九
行

図 13　�兵庫切（古筆手鑑「見努世友」のうち）　�
国宝　出光美術館

図 12-1　�天龍寺切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　
国宝　出光美術館

図 12-2　�天龍寺切�
（古筆手鑑「藻塩草」のうち）　�
国宝　京都国立博物館
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名
が
小
札
（
極
札
）
に
見
ら
れ
る
「
見
努
世
友
」
は
、
そ
の
調
製
時
期
を
江
戸
時
代

後
期
以
降
と
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

二
、
伝
宗
尊
親
王
筆
「
日
向
切
」
に
注
目
し
て

古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
押
さ
れ
る
伝
宗
尊
親
王
筆
「
日
向
切
」
は
、
稀
少
な

古
筆
切
の
一
つ
で
あ
る
［
図
14
、
口
絵
1
］。
当
該
断
簡
は
全
体
に
青
白
い
具
引
き
が
な

さ
れ
た
料
紙
が
用
い
ら
れ
、
書
写
時
期
は
異
な
る
が
伝
大
弐
三
位
筆
「
端
白
切
」
の

よ
う
な
料
紙
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。「
日
向
切
」
は
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
（
春

歌
上
）
の
第
一
〇
番
歌
が
二
行
で
書
か
れ
て
お
り
、
小
松
茂
美
編
『
古
筆
学
大
成
』

に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
［
註
9
］。

…
…
紙
面
の
中
に
横
皺
が
多
く
目
立
つ
の
で
、
も
と
は
長
い
一
巻
の
巻
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
本
紙
の
荒
れ
た
状
態
な
ど
か
ら
、
永
い
伝

世
の
跡
を
た
ど
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
紙
は
具
引
き
地
の
藍
色
の
紙
で
、
か

な
り
の
古
様
を
示
し
て
い
る
。

　
わ
ず
か
四
行
分
の
断
簡
な
が
ら
、
こ
れ
は
『
古
今
集
』（
巻
第
一
・
春
歌
上
）

の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仔
細
に
見
る
と
、
一
字
一
字
の
結
構
が
た

ど
た
ど
し
く
、
字
行
の
中
心
線
に
ゆ
が
み
が
み
え
る
。
こ
れ
は
、
模
写
本
に
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
こ
れ
は
何
か
の
原
本
を
踏
ま
え

た
模
写
本
に
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
書
か
れ
て
い
る
字
体
や
書
風
か
ら
、
そ
れ
が

「
高
野
切
古
今
集
」（
第
一
種
書
風
）
の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

小
松
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、「
日
向
切
」
は
伝
紀
貫
之
筆
「
高
野
切
第
一
種
」
に

光
明
院
　
　�

四
半
雲
紙
　
集
新
勅
撰�

又
続
後
撰
　
長
八
寸
余
歌
二
行
書
巾
四

寸
九
分
一
面
八
行

後
光
厳
院
　
尾
張
切
　
四
半�

古
今
後
撰
　
長
八
寸
巾
五
寸
二
分

　
　
　
　
　
四
半
切
　
杉
原
紙
　
集
不
知

と
見
ら
れ
『
古
筆
切
名
物
』
と
同
じ
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
名
物
切
の
名
称

は
記
載
が
な
い
［
註
8
］。『
古
筆
名
葉
集
』（
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
版
）
の
天
皇
の
記

載
は
後
醍
醐
天
皇
ま
で
で
、「
後
醍
醐
天
皇
　
吉
野
切
　
四
半
皆
戀
哥
也
一
首
チ
ラ

シ
書
」
と
「
吉
野
切
」
の
名
は
早
く
か
ら
確
認
で
き
る
が
、「
六
条
切
」、「
天
龍
寺

切
」、「
兵
庫
切
」
の
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。

『
古
筆
名
葉
集
』
諸
本
を
通
覧
し
た
が
、
各
古
筆
切
の
特
徴
に
合
致
す
る
内
容
は

確
認
で
き
る
も
の
の
、『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』（
安
政
五
年
版
）
以
外
の
諸
本
に

は
名
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
安
政
五
年
版
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
「
兵
庫
切
」
の
名
称
は
確
認
で
き
な
い
（
括
弧
内
、
稿
者
補
記
）。

後
醍
醐
天
皇
　�

吉
野
切
　
中
四
半
形
哥
戀
述
懐
御
自
詠
古
哥
交
リ
一
首
チ
ラ
シ

書

光
厳
院
　
　
六
條
切
　
四
半
雲
帋
續
古
今
ノ
異
本
歟
未
詳

光
明
院
　
　
天
龍
寺
切
　
四
半
雲
帋
集
不
詳
哥
二
行
書

後
光
厳
院
　
同
（
四
半
）　
續
古
今
異
本
雲
帋
哥
二
行
書

ま
た
、「
藻
塩
草
」
に
附
属
す
る
了
伴
の
目
録
（
弘
化
四
年
〈
一
八
四
八
〉）
に
は
「
六

条
切
」「
天
龍
寺
切
」
の
名
称
が
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
了
伴
の
頃
（
江
戸
時
代
後
期
）

に
は
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
名
物
切
の
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似
た
様
相
を
示
し
て
お
り
、
当
該
断
簡
と
重
な
る
箇
所
［
図
15
］
が
遠
山
記
念
館
に

現
存
す
る
。
両
断
簡
を
比
較
す
る
と
、「
高
野
切
第
一
種
」
の
模
写
本
（
字
配
り
や
文

字
造
形
な
ど
が
一
致
す
る
た
め
、
臨
書
さ
れ
た
も
の
か
）
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

ま
た
、
久
曽
神
昇
氏
は
『
古
筆
切
影
印
解
説
　
Ⅰ
古
今
集
編
―
久
曽
神
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
架
蔵
の
伝
紀
貫
之
筆
「
日
向
切
」

を
紹
介
し
て
い
る
［
註
10
］。
し
か
し
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
る
一
葉
は
「
日
向
切
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
付
さ
れ
て
い
る
極
札
に
は
「
紀
貫
之
高
野
様
切
金
砂
子
蒔

」

と
記
さ
れ
て
い
る
（
極
印
も
な
く
新
し
い
札
か
）。

久
曽
神
氏
蔵
の
伝
紀
貫
之
筆
「
日
向
切
」
も
「
高
野
切
」
に
似
た
様
相
で
あ
る�

が
少
し
異
な
る
。「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
が
具
引
き
さ
れ
た
唐
紙
風
の
料
紙
に

「
高
野
切
第
一
種
」
を
臨
書
し
て
い
る
一
方
、
後
者
は
金
砂
子
が
撒
か
れ
た
料
紙
に

「
高
野
切
第
二
種
」
の
書
風
で
記
し
て
い
る
（
書
写
さ
れ
る
内
容
は
『
古
今
和
歌
集
』
第

一
五
二
番
歌
）。
行
の
揺
れ
や
線
に
鈍
さ
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
当
該
断
簡
も
「
高
野

切
第
二
種
」
の
臨
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
合
致
す
る
箇
所
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め

断
定
し
が
た
い
。

さ
て
、『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
「
日
向
切
」
の
名
称
が
確
認
で
き
な
い
か
、「
宗
尊

親
王
」
の
記
載
を
一
通
り
確
認
し
て
お
き
た
い
（
傍
線
、
稿
者
補
記
）。［
註
11
］

　
○
『
古
筆
家
秘
書
』（
内
閣
文
庫
蔵
）

　
　
万
葉
切
　
飛
雲

　
　
同
　
　
　
上
下
ニ
ケ
　
七
寸
　
　
哥
二
行
　
飛
雲

　
　
　（
黄
紙
　
三
方
ニ
墨
罫
ア
リ
）

　
　
真
経
　
　
ケ
六
寸
八
分
　
八
分
　
十
四
字
一
行

　
　
古
今
　
　
八
寸
一
分
　
無
地
ノ
紙

　
　
　（
巻
物
切
　
拾
遺
哥
二
行
書
　
貫
之
ニ
似
リ
）

　
　
　（
朗
詠
　
詩
長
六
寸
二
三
分
哥
長
七
寸
七
分
二
行
作
者
有
）

右／図 14　�日向切（古筆手鑑「見努世友」のうち）　伝�宗尊親王　国宝　出光美術館
左／図 15　�高野切第一種　伝�紀貫之　重要文化財　遠山記念館
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○
『
古
筆
切
目
安
』（
享
保
七
年
〈
一
七
二
二
〉
写
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

　
　
巻
物
切
　
拾
遺
似
リ
貫
之

　
　
真
名
切

　
　
香
色
紙

　
　
　（
古
今
ハ
イ
カ
ヒ
切
　
竪
長
二
行
書
手
鑑
）

　
○
『
古
筆
名
物
集
』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
、
寄
託
資
料
）

　
　
巻
物
切
　
拾
遺
哥
二
行
書
／
貫
之
ニ
似
タ
リ

　
　
万
葉
切
　
黄
紙
哥
二
行
／
三
方
ニ
墨
罫
ア
リ

　
○
『
類
葉
集
（
古
筆
類
葉
集
）』（
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵
）

　
　
宗
尊
親
王

　
　
巻
物
切
　
拾
遺
　
似
貫
之
　
歌
二
行
書

　
　
真
名
切
　
紙
色
紙

　
　
万
葉
切
　
紙
黄
色
歌
二
行
書
　
三
方
ニ
墨
罫
ア
リ

　
　
四
半
切
　
歌
二
行
書
　
古
今

　
○
『
古
筆
類
葉
集
』（
蓬
左
文
庫
蔵
）

　
　
巻
物
切
　
拾
遺
　
似
貫
之

　
　
真
名
切
　
香
色
帋

　
　
　（
似
伊
行
　
四
半
万
葉
集
　
雲
切
真
名
一
行
　
仮
名
ハ
一
行
）

　
○
『
古
筆
名
葉
集
』（
文
化
五
年
版
）

　
　
巻
物
切
　
　
拾
遺
集
哥
二
行
書
貫
之
ニ
似
タ
リ

　
　
萬
葉
切
　
　
黄
帋
哥
二
行
書
三
方
ニ
墨
罫
ア
リ

　
○
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
安
政
五
年
版
、
明
治
十
八
年
版
も
内
容
は
同
）

　
　
有
栖
川
切
　
四
半
万
葉
飛
雲
帋
四
方
ニ
墨
卦
ア
リ
カ
ナ
哥
二
行
書

　
　
催
馬
樂
切
　
四
半
飛
雲
帋
白
卦
朱
書
入
ア
リ

　
　
四
半
切
　
　
古
今
哥
二
行
書

　
　
同
　
　
　
　
万
葉
黄
帋
金
砂
子
少
ア
リ
哥
二
行
書

　
　
巻
物
切
　
　
同
金
銀
泥
画
カ
ナ
哥
二
行
書

　
　
同
　
　
　
　
同
仙
花
帋
墨
卦
片
カ
ナ
朱
星
ア
リ

　
　
同
　
　
　
　
拾
遺
哥
二
行
書
貫
之
ニ
似
タ
リ

　
　
同
　
　
　
　
哥
合
ウ
タ
二
行
書
作
者
名
勝
負
ア
リ

　
　
同
　
　
　
　
仙
花
帋
詩
墨
卦
片
カ
ナ
朱
星
ア
リ

　
　
経
切
　
　
　
白
帋
墨
卦
墨
字
一
行
十
五
六
字

諸
本
に
は
右
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
当
該
断
簡
の
特
徴
に
重
な
る
記
載
に
傍
線
を

附
し
た
が
、「
日
向
切
」
の
名
称
は
い
ず
れ
に
も
確
認
で
き
な
い
。
記
載
内
容
に
注

目
す
る
と
、「
巻
物
切
　
拾
遺
哥
二
行
書
貫
之
ニ
似
タ
リ
」
と
見
ら
れ
る
。「
日
向

切
」
が
「
高
野
切
」
の
臨
書
と
い
う
こ
と
で
、「
高
野
切
」
が
伝
貫
之
筆
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
貫
之
」
風
の
書
風
は
合
致
す
る
が
、
い
ず
れ
も
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
断
簡

で
「
日
向
切
」
の
書
写
内
容
と
は
一
致
し
な
い
。

『
古
筆
家
秘
書
』
の
「
古
今
　
　
八
寸
一
分
　
無
地
ノ
紙
」、『
古
筆
切
目
安
』（
補

記
）
の
「
古
今
ハ
イ
カ
ヒ
切
　
竪
長
二
行
書
手
鑑
」、
は
、
内
容
こ
そ
『
古
今
和
歌

集
』
で
一
致
す
る
が
、「
無
地
ノ
紙
」
で
あ
っ
た
り
、「
俳
諧
歌
」
の
断
簡
で
あ
っ
た

り
と
「
見
努
世
友
」
収
載
の
「
日
向
切
」
の
特
徴
・
内
容
と
は
異
な
る
。
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努
世
友
」
表
五
六
番
）［
図
16
］
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。「
持
明
院
切
」
は
『
後

拾
遺
和
歌
集
』
の
断
簡
で
あ
り
、「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
は
巻
頭
に
位
置
す
る
断

簡
で
あ
る
。
当
該
断
簡
は
寸
法
や
筆
跡
な
ど
か
ら
、
斯
道
文
庫
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤

尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
伝
来
す
る
零
本
（
巻
一
、
綴
葉
装
）［
図
17
］
の
ツ
レ
と
考
え
ら
れ

る
（「
見
努
世
友
」
収
載
断
簡
の
寸
法
や
行
数
か
ら
、
詠
者
名
お
よ
び
和
歌
一
首
分
の
三
行
を
欠

い
て
い
る
。
字
髙
二
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

零
本
に
は
包
紙
が
付
属
し
て
お
り
、
十
二
代
了
悦
（
一
八
三
一
―
九
四
）
の
墨
書
「
清

水
谷
實
秋
卿
／
持
明
院
切
／
春
の
部
／
後
拾
遺
集
」
が
確
認
さ
れ
る
。『
古
筆
名
葉

集
』
諸
本
に
は
そ
の
名
は
見
え
な
い
が
、『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
明
治
十
八
年
坂
昌
員

刊
、
セ
コ
典
007
）
に
朱
で
「
持
明
院
切
」
と
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
［
註
12
］。

つ
ま
り
、
当
該
断
簡
が
古
筆
家
で
切
断
さ
れ
「
見
努
世
友
」
に
押
さ
れ
た
も
の
か

記
載
の
中
で
は
、『
類
葉
集
（
古
筆
類
葉
集
）』
の
「
四
半
切
　
歌
二
行
書
　
古
今
」、

『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
の
「
四
半
切
　
　
古
今
哥
二
行
書
」
が
「
日
向
切
」
の
内
容

に
合
致
は
す
る
が
、
特
徴
を
示
す
記
載
が
な
く
断
定
に
は
至
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
所
蔵
の
塙
忠
宝
増
補
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
安
政
五
年
版
、
セ
コ
典
012
）
に
注
目

す
る
と
、「
宗
尊
親
王
」
の
項
に
「
日
向
切
／
巻
物
切
／
カ
ラ
帋
地
／
ア
イ
色
々
々

ア
リ
／
四
半
竪
長
」
と
加
筆
さ
れ
、「
日
向
切
」
の
名
称
が
確
認
で
き
る
上
、「
見
努

世
友
」
収
載
断
簡
の
特
徴
と
合
致
す
る
。
当
該
資
料
は
古
筆
本
家
旧
蔵
資
料
で
、
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
以
降
古
筆
本
家
の
誰
か
が
加
筆
し
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。

た
だ
し
、「
見
努
世
友
」
の
名
称
や
「
日
向
切
」
の
伝
来
に
関
す
る
記
述
は
確
認
で

き
な
い
。

さ
ら
に
名
物
切
の
名
称
に
注
目
す
る
と
、
伝
清
水
谷
実
秋
筆
「
持
明
院
切
」（「
見

図 17　�持明院切本後拾遺集巻 1残簡　伝�清水谷実秋�
南北朝時代　慶應義塾大学斯道文庫

図 16　�持明院切�
（古筆手鑑「見努世友」のうち）　�
国宝　出光美術館
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推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
は
「
持
明
院
切
」
の
名

称
で
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、
古
筆

手
鑑
「
見
努
世
友
」
の
小
札
（
極
札
）
に
「
持
明
院
切
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

明
治
十
八
年
以
降
の
調
製
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
、
古
筆
切
の
裏
書
の
内
容
に
つ
い
て

前
稿
に
お
い
て
、
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
の
修
復
を
経
て
、
本
紙
裏
面
あ
る
い

は
裏
打
紙
に
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
ど
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら

れ
る
か
、
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
記
載
さ
れ
る
情
報

を
も
と
に
調
製
時
期
に
つ
い
て
言
及
し
た
［
註
13
］。
本
稿
で
は
、
裏
書
の
内
容
を
一

覧
［
附
表
2
］
に
示
す
と
と
も
に
、
改
め
て
考
察
を
附
す
も
の
で
あ
る
。

裏
書
の
記
載
は
本
紙
裏
だ
け
で
な
く
、
裏
打
紙
に
も
確
認
さ
れ
、
伝
来
途
次
幾
重

に
も
記
録
が
な
さ
れ
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
多
く
は
筆
者
名
（
伝
称
筆

者
）
や
古
筆
切
の
内
容
を
書
き
記
し
た
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
手
鑑
の
調
製
（
製

作
）
時
期
を
狭
め
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
つ
が
極
め
に
関

す
る
記
載
で
あ
る
。

現
在
の
手
鑑
に
は
小
浜
酒
井
家
の
目
録
が
付
属
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
裏
書
の

内
容
を
辿
る
と
、
か
つ
て
は
（
一
部
の
古
筆
切
に
は
）
極
札
な
ど
の
極
め
が
附
属
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
精

査
し
て
み
る
と
下
記
の
よ
う
な
一
覧
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
筆
本
家
二
代
・
了
栄
（
一
六
〇
七
―
七
八
）
…
…
表
98

古
筆
本
家
五
代
・
了
珉
（
一
六
四
五
―
一
七
〇
一
）
…
…
裏
83

古
筆�

本
家
六
代
・
了
音
（
一
六
七
四
―
一
七
二
五
）
…
…
表
7
、
表
10
、
表
24
、
表

30
、
表
41
、
表
47
、
表
73
、
表
102
、
表
104
、
裏
20
、
裏
26
、
裏
39
、
裏
54
、

裏
59
、
裏
74
、
裏
79
、
裏
110

古
筆
本
家
七
代
・
了
延
（
一
七
〇
四
―
七
四
）
…
…
裏
8

古
筆
本
家
九
代
・
了
意
（
一
七
五
一
―
一
八
三
四
）
…
…
表
64
、
裏
77

古
筆
家
別
家
三
代
・
了
仲
（
一
六
五
五
―
一
七
三
六
）
…
…
表
115
、
裏
63

「
見
努
世
友
」
収
載
古
筆
切
に
は
古
筆
本
家
の
極
め
が
中
心
で
あ
り
、
中
で
も
了

音
の
極
め
が
多
く
付
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
べ
て
の
古
筆
切
に
極
め
が
附

属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
断
定
で
き
な
い
が
、
古
筆
本
家
の
極
め
が
多
く
附

属
し
て
い
た
状
況
か
ら
当
該
手
鑑
（
あ
る
い
は
古
筆
切
）
が
古
筆
本
家
に
関
わ
り
の
あ

る
手
鑑
で
あ
る
と
、
裏
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

ま
た
、
伝
崇
光
天
皇
筆
の
歌
切
（
表
二
六
番
）
の
一
枚
目
の
裏
打
紙
に
は
、
了
音

門
人
の
浅
井
不
舊
（
生
没
年
未
詳
）
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
畠
山
牛
庵
（
表
一

〇
番
・
表
九
〇
番
）
や
朝
倉
茂
入
（
裏
三
二
番
）
の
名
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
古
筆
家
以
外

の
古
筆
見
の
名
も
確
認
さ
れ
る
が
、
牛
庵
・
茂
入
に
至
っ
て
は
何
代
目
の
極
め
が

伴
っ
て
い
た
か
裏
書
の
情
報
だ
け
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

な
お
、
本
紙
や
裏
打
紙
に
捺
さ
れ
る
印
は
複
数
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
で
調
製
者
に
迫
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
が
、
判
読
不
明
な
も
の
が
多
い
。
印

影
が
は
っ
き
り
見
え
て
も
、
今
回
の
調
査
で
は
誰
の
鑑
定
印
・
蔵
印
か
特
定
で
き
な

か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
［
註
14
］。

さ
て
、
裏
書
は
各
古
筆
切
が
伝
来
途
次
に
書
き
加
え
ら
れ
て
き
た
歴
史
を
物
語
る

も
の
で
も
あ
る
が
、
裏
書
の
筆
跡
に
注
目
す
る
こ
と
で
調
製
時
期
に
つ
い
て
少
し
で

も
迫
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
裏
書
の
筆
跡
は
多
岐
に
わ
た
り
、
古
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図 20-2　
裏 26番
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図 20　�裏 26番（本紙より 3枚目）裏書

図 18　�表 12番�
（本紙より 1枚目）裏書

図 18-2　�
表 12番
（極札）

図 19-2　
表 52番
（極札） 図 19　�表 52番�

（本紙より 3枚目 ) 裏書

図 21　�古筆手鑑「藻塩草」附属目録（後深草天皇、部分）　�
京都国立博物館
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れ
る
資
料
を
通
覧
す
る
と
、「
見
努
世
友
」
貼
付
の
極
札
や
各
断
簡
の
裏
書
の
一
部

に
見
ら
れ
る
筆
跡
に
近
似
し
た
筆
意
が
確
認
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、「
草
」
や
「
笠
」

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
横
画
の
終
筆
を
右
下
に
引
き
下
げ
る
点
画
は
了
伴
・
了

悦
の
筆
に
確
認
さ
れ
る
が
、「
笠
」
の
よ
う
に
終
筆
を
は
ね
上
げ
る
よ
う
な
特
徴
は

了
悦
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
多
く
の
文
字
造
形
の
特
徴
が
了
悦
の
筆
跡
に
重
な

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
悉
皆
調
査
で
は
十
二
分
に
比
較
検
討
で

き
た
と
は
言
え
ず
、
本
手
鑑
の
調
製
に
了
悦
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
断
定
す
る
に

は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

引
き
続
き
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
「
古
筆
了
悦
家
資
料
」
を
丹
念
に
精
査

す
る
ほ
か
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
伝
来
す
る
了
悦
筆
「
藻
塩
草
手

鑑
目
録
」（
セ
コ
他
019
）
な
ど
の
資
料
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
追
究
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
紙
裏
面
（
紙
背
や
裏
打
紙
）
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
詳
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
多
い
。
本
稿
で
は
裏
書
の
内
容
や
筆
跡
に
注
目

し
た
が
、
多
岐
に
見
ら
れ
る
裏
書
の
筆
跡
調
査
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
裏
書
の
筆

と
極
札
（
小
札
）
の
筆
と
が
一
致
す
る
場
面
も
見
ら
れ
る
た
め
、
や
は
り
極
札
の
筆

跡
分
析
が
重
要
と
言
え
よ
う
。
極
札
は
了
伴
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
多
い
が
、

十
二
代
了
悦
の
筆
の
可
能
性
も
残
し
つ
つ
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
押
さ
れ
て
い
る
古
筆
切
の
内
容
に
注
目

し
た
。
と
り
わ
け
、
古
筆
本
家
十
代
・
了
伴
（
一
七
九
〇
―
一
八
五
三
）
が
調
製
に
関

与
し
て
い
る
と
さ
れ
る
古
筆
手
鑑
「
藻
塩
草
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
と
の
連
関
を

筆
本
家
歴
代
の
中
に
は
筆
跡
が
近
似
し
て
い
る
人
物
が
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
筆
跡
の
特
定
は
困
難
を
極
め
る
が
、
了
伴
あ
る
い
は
了
悦
の
筆
と
思
し
い
も
の
を

い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
伝
後
深
草
天
皇
筆
「
常
盤
切
」（
表
一
二
番
、
一
枚
目
裏
打
紙
）［
図
18
］、

伝
藤
原
家
良
筆
「
御
文
庫
切
」（
表
五
二
番
、
三
枚
目
裏
打
紙
）［
図
19
］、
藤
原
基
俊
筆

「
山
名
切
」（
裏
二
六
番
、
三
枚
目
裏
打
紙
）［
図
20
］
を
掲
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
三
種
は
そ

れ
ぞ
れ
古
筆
脇
に
貼
付
さ
れ
る
極
札
（
小
札
）
の
筆
跡
に
も
近
似
す
る
た
め
、
極
札

も
合
わ
せ
て
並
べ
た
。

筆
跡
を
分
析
す
る
と
、
了
伴
・
了
悦
の
筆
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
了
伴
は
「
藻
塩
草
」�

附
属
の
目
録
［
図
21
］
を
も
と
に
、
了
悦
は
図
録
等
に
掲
載
さ
れ
る
極
札
［
図
22
］
を

比
較
材
料
と
し
て
比
較
す
る
と
、「
院
」
の
篇
（
一
画
目
）
は
了
伴
の
形
状
に
似
る
が
、

旁
（
と
り
わ
け
最
終
画
）
に
相
違
が
確
認
さ
れ
る
。「
院
」
の
最
終
画
の
筆
の
運
び
は
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
了
悦
の
方
が
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
る
「
古
筆
了
悦
家
資
料
」
の
悉
皆

調
査
も
行
っ
た
［
註
15
］。
本
稿
で
は
画
像
資
料
を
提
示
で
き
な
い
が
、
了
悦
筆
と
さ

右／図 22-1　�古筆了悦極札　個人蔵
左／図 22-2　�古筆了悦極札　個人蔵
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註
1
�
拙
稿
「
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
つ
い
て
（
3
）
―
―
配
列
に
見
ら
れ
る
手
鑑
の
特
徴
」

（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
、
二
〇
二
五
年
三
月
）
で
は
、
手
鑑
の
配
列
に
注

目
し
て
、
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

註
2
�
拙
稿
「
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
つ
い
て
―
―
修
復
報
告
を
中
心
と
し
て
」（『
出
光
美

術
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）。

註
3
�
前
掲
註
1
、
六
一
頁
。

註
4
�『
古
筆
手
鑑
大
成
　
国
宝�

藻
塩
草
』
第
四
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
京
都
国
立
博

物
館
編
『
国
宝�

手
鑑
藻
塩
草
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

註
5
�『
国
宝
手
鑑�

見
ぬ
世
の
友
』（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）、
解
説
は
是
澤
恭
三
氏
の
編
著
で
、

同
年
同
社
に
よ
り
『
出
光
美
術
館
選
書
8
　
見
ぬ
世
の
友
』
と
し
て
再
版
さ
れ
る
。
引
用

は
、
五
四
頁
。

註
6
�
小
松
茂
美
監
修
『
翰
墨
城
　
国
宝
手
鑑
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）。
古
筆
手
鑑

「
翰
墨
城
」
は
江
戸
時
代
前
期
に
調
製
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
近
代
に
益
田
孝
（
鈍
翁
、

一
八
四
八
―
一
九
三
八
）
の
手
に
渡
り
、
鈍
翁
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
孝
浩

氏
は
「
断
片
の
集
積
体
―
「
古
筆
手
鑑
」
と
い
う
存
在
―
」
に
お
い
て
、「
こ
れ
ら
を
す

べ
て
成
立
当
初
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
危
険
で
あ
る
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
コ

レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研
究
所
編
『
宗
と
断
片
　
類
聚
と
編
纂
の
日
本

文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
四
五
頁
）
と
指
摘
す
る
。

�

ま
た
、「
粟
田
切
」
に
つ
い
て
は
、
田
村
悦
子
「
古
筆
粟
田
切
に
つ
い
て
―
法
然
寺
本
地

蔵
縁
起
絵
巻
第
一
話
の
考
察
―
」（『
美
術
研
究
』
第
二
百
四
十
七
号
、
一
九
六
六
年
）
に

詳
し
い
。

註
7
�
武
田
則
夫
「
翻
刻�

古
筆
切
名
物
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
二
百
三
十
六
号
、
一
九
七
〇
年

十
一
月
）。

註
8
�
松
本
文
子
「
翻
刻�

『
類
葉
集
』
と
『
古
筆
類
葉
集
』
付�

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
明
翰
鈔
』

古
筆
関
係
部
分
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）。

註
9
�
小
松
茂
美
著
『
古
筆
学
大
成
』
巻
一
「
古
今
和
歌
集
」（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）。

註
10
�
久
曽
神
昇
著
『
古
筆
切
影
印
解
説�

Ⅰ�

古
今
集
編
―
久
曽
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
風
間
書
房
、

一
九
九
五
年
）。

註
11
�『
古
筆
家
秘
書
』（
内
閣
文
庫
蔵
）、
お
よ
び
『
古
筆
切
目
安
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
は
、
伊

井
春
樹
編
『
新
版�

古
筆
名
葉
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）
よ
り
転
載
し
た
。
括
弧

内
は
朱
墨
の
書
き
入
れ
（
増
補
部
分
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
古
筆
名
物
集
』
は
京
都
市

歴
史
資
料
館
所
蔵
本
を
翻
刻
し
た
。『
類
葉
集
（
古
筆
類
葉
集
）』（
岡
山
大
学
蔵
）
お
よ

び
『
古
筆
類
葉
集
』（
蓬
左
文
庫
蔵
）
は
前
掲
註
8
松
本
氏
論
考
よ
り
転
載
し
た
。『
古
筆

考
え
る
べ
く
重
複
が
見
ら
れ
る
名
物
切
に
注
目
し
、
両
手
鑑
に
押
さ
れ
て
い
る
古
筆

切
の
比
較
・
検
証
を
行
っ
た
。
僅
か
で
あ
る
が
連
続
す
る
古
筆
切
も
確
認
さ
れ
た
こ

と
で
両
手
鑑
の
連
関
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
各
古
筆
切
の
伝
来
な
ど
が
裏
書
に
記

さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
偶
然
連
続
し
た
古
筆
切
が
押
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
古
筆
切
の
名
称
に
注
目
し
、『
古
筆
名
葉
集
』
の
類
本
を
通
覧
す
る
と
、

「
六
条
切
」「
天
龍
寺
切
」
な
ど
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
版
『
古
筆
名
葉
集
』

ま
で
の
諸
本
に
は
名
称
の
記
載
が
な
く
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
版
『
増
補
新
撰

古
筆
名
葉
集
』
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、
名
物
切
と
し
て
各
呼
称
が
広
く

流
布
す
る
の
は
安
政
五
年
版
以
降
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
筆
手
鑑
「
藻
塩
草
」
に
附

属
す
る
了
伴
の
目
録
（
弘
化
四
年
〈
一
八
四
八
〉）
に
「
六
条
切
」「
天
龍
寺
切
」
の
名

称
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
了
伴
の
頃
に
は
そ
れ
ら
の
呼
称
で
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、「
六
条
切
」
は
江
戸
時
代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
古
筆
手

鑑
「
翰
墨
城
」
に
も
押
さ
れ
て
い
る
が
、
札
等
に
は
そ
の
呼
称
は
見
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
斯
道
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
古
筆
家
の
資
料
群
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
う
ち
、「
古
筆
を
極
め
る
　
鑑
定
文
化
と
古
筆
家
の
人
々
」
展
（
慶

應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
、
二
〇
二
二
年
）

に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
「
日
向
切
」
や
「
持
明
院
切
」
に
つ
い
て
言

及
し
た
。
当
該
資
料
群
は
整
理
中
と
い
う
こ
と
で
調
査
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
古
筆

本
家
の
旧
蔵
資
料
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
調
査
が
進
め
ば
、
さ
ら
な

る
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。
今
後
の
調
査
・
研
究
が
俟
た
れ
る
。

ま
た
、
古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
を
中
心
に
「
三
大
手
鑑
」
を
取
り
上
げ
て
考
察

し
た
が
、「
三
大
手
鑑
」
だ
け
で
な
く
多
く
の
手
鑑
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
手
鑑
の
位
置
づ
け
に
も
帰
依
す
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
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名
葉
集
』
諸
本
は
刊
本
を
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
し
た
。

註
12
�
二
〇
二
一
年
に
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
「
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
近
代
に
集
積
さ
れ
た
古
筆
本

家
の
膨
大
な
資
料
や
記
録
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
『
古
筆
を
極
め
る
　

鑑
定
文
化
と
古
筆
家
の
人
々
』（
慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、
慶
應
義
塾
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
、
二
〇
二
二
年
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

註
13
�
前
掲
註
2
、
裏
書
の
中
に
了
音
、
了
意
の
極
め
が
附
属
す
る
こ
と
か
ら
、「
了
伴
以
降
に

製
作
さ
れ
た
こ
と
が
濃
厚
と
な
る
」
と
言
及
し
た
。

註
14
�
本
稿
で
特
定
で
き
な
か
っ
た
印
（
画
像
）
を
こ
こ
に
掲
出
す
る
。

表 34　本紙より 1枚目

表 59　本紙より 2枚目 表 71　本紙より 2枚目

表 104　本紙より 4枚目 裏 51　本紙より 2枚目

註
15
�
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
に
伝
来
す
る
「
古
筆
了
悦
家
資
料
」
は
、「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」（https:// kokusho. nijl. ac. jp/

）
に
は
「
短
冊
12
点
・
草
稿
類
91
点
・
来
簡
16
点
」
と

記
さ
れ
る
が
、
東
京
大
学
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
「
全
40
点
の
稿
本
・
写
本(

元
禄
7
年
―
明
治

期)

」
と
記
載
さ
れ
る
。
今
回
の
悉
皆
調
査
で
は
、
下
記
の
資
料
を
通
覧
し
た
。

［
手
鑑
極
控
］
／
［
古
筆
了
悦
記
］（
一
般90. 4

：13

）

［
極
メ
折
紙
控
帳
］
／
［
古
筆
了
悦
記
］（
一
般90. 4

：14

：1

～14

）

群
鳥
蹟
［
内
容
一
覧
］（
一
般90. 4

：15

）

御
手
鑑
張
順
目
録
（
一
般90. 4

：16

）

諸
入
用
覚
／
［
古
筆
了
悦
記
］（
近
世81. 8

：27

）

覺
簿
：
明
治
廿
七
年
七
月
吉
祥
日
／
［
古
筆
了
信
記
］（
近
世81. 8

：28

）

諸
備
忘
簿
：
明
治
十
二
年
／
古
筆
了
悦
［
記
］（
近
世81. 8

：29

）

［
明
治
十
五
年
一
月
日
記
］
／
［
古
筆
了
悦
著
］（
近
世81. 8

：30

）

［
明
治
八
年
日
記
］
／
［
古
筆
了
悦
著
］（
近
世81. 8

：31

）

美
術
協
會
採
集
覚
帳
／
古
筆
了
信
記
（
近
世81. 8

：34

）

［
某
年
三
月
廿
九
日
記
］（
近
世43. 1

：53

）

［
雑
記
］
／
［
古
筆
了
伴
著
］（
近
世43. 1

：54

）

以
上
を
通
覧
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
多
く
が
メ
モ
的
要
素
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、「
極
メ

折
紙
控
」（
一
般90. 4

：14

：1

～14

）
は
伝
称
筆
者
名
が
記
さ
れ
る
点
に
お
い
て
も
筆

跡
の
比
較
材
料
と
し
て
十
分
と
言
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
右
の
資
料
群
に
「
見
努
世
友
」
に
関
す
る
記
載
が
な
い
か
通
覧

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
群
の
資
料
に
は

「
草
稿
・
断
片
・
短
冊
類
」（
一
般90. 4

：11

）
や
「
来
簡
」（
一
般90. 4

：11

）
な
ど
も

あ
り
、
今
後
の
調
査
が
俟
た
れ
る
。

な
お
、
同
資
料
群
に
は
了
悦
に
よ
る
自
筆
日
記
も
伝
来
し
て
お
り
、
了
悦
の
鑑
定
記
録
や

茶
会
な
ど
の
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
了
悦
の
動
向
や
交
友
関
係
な
ど
も
う
か
が
え
る
貴
重

な
資
料
と
言
え
る
。

［
図
版
出
典
］

図
1
、
4
、
6
、
7
、
10-

2
、
11-

2
、
12-

2
　C

olBase

（https:// colbase. nich. go. jp/

）

図
8

　小
松
茂
美
監
修
『
翰
墨
城
　
国
宝
手
鑑
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）
よ
り
転
載
。

図
15

　『古
筆
招
来 

高
野
切
・
寸
松
庵
色
紙
・
石
山
切
』
展
示
図
録（
遠
山
記
念
館
、
二
〇
一
九
年
）

よ
り
転
載
。

図
17
、
22-

2

　

 『
古
筆
を
極
め
る
　
鑑
定
文
化
と
古
筆
家
の
人
々
』（
慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究

所
斯
道
文
庫
、
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
、
二
〇
二
二
年
）
よ
り

転
載
。

図
21

　『古
筆
手
鑑
大
成
　
国
宝�

藻
塩
草
』
第
四
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
よ
り
転
載
。

図
22-

1

　

 

村
上
翠
亭
、
高
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携
　
古
筆
切
と
極
札
』（
淡
交
社
、
二
〇

〇
四
年
）
よ
り
転
載
。

［
付
記
］

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

に
お
い
て
は
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
お
い
て
便
宜
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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出
光
美
術
館
研
究
紀
要

　第
三
十
一
号
（
二
〇
二
五
年
度
）

附
表
１
　「
藻
塩
草
」「
見
努
世
友
」
収
載
古
筆
切
対
比
一
覧

No.

表
裏・順
伝
称
筆
者

古
筆
切
名
称（
名
物
切
）
内
容

表
裏
別

伝
称
筆
者

名
称
（
名
物
切
）

内
容

小
札
（
極
札
）

1

表
1

聖
武
天
皇

大
和
切
（
大
聖
武
）

『
賢
愚
経
』
巻
五

（
散
檀
寧
品
第
二
十
九
）
断
簡

表
1

伝 

聖
武
天
皇

大
聖
武
（
大
和
切
）

『
賢
愚
経
』
巻
二

（
降
六
師
品
第
十
四
）
断
簡

聖
武
天
皇
〈
大
和
切
〉

2

表
2

聖
武
天
皇

阿
弥
陀
院
切

表
2

伝 

聖
武
天
皇

中
聖
武

『
十
誦
律
』
巻
三
十
四

（
八
法
中
臥
具
法
第
七
）
断
簡

3

表
3

光
明
皇
后

鳥
下
絵
経
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四

（
見
宝
塔
品
）
断
簡

表
3

伝 

光
明
皇
后

蝶
鳥
下
絵
経
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二

（
譬
喩
品
第
三
）
断
簡

光
明
皇
后
〈
鳥
之
下
繪
切
〉

4

表
4

光
明
皇
后

出
雲
切

表
4

伝 

光
明
皇
后

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
七

（
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
）
断
簡

5

表
5

嵯
峨
天
皇

叡
山
切

表
5

伝 

光
明
皇
后

五
月
一
日
経
切

『
長
阿
含
十
報
法
経
』
巻
下

（
巻
末
願
文
）
断
簡

6

表
6

嵯
峨
天
皇

飯
室
切

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』

（
勝
鬘
章
第
十
五
）
断
簡

表
6

伝 

嵯
峨
天
皇

飯
室
切

『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』
巻
四

（
最
浄
地
陀
羅
尼
品
第
六
）
断
簡

嵯
峨
院
〈
飯
室
切
〉

〈
胡
粉
点
加
筆
／
弘
法
大
師
〉

7

表
7

花
山
院

波
多
切

書
状 

断
簡
（
異
）

表
7

伝 

花
山
天
皇

波
多
切

書
状 

断
簡

花
山
院
〈
波
多
切
〉

8

表
8

白
河
院

蓮
花
切

9

表
9

白
河
院

丹
波
切
（
摂
津
切
）

『
大
乘
起
信
論
』

（
あ
る
い
は
『
釋
摩
訶
衍
論
卷
第
八
』） 
断
簡

表
8

伝 

白
河
天
皇

丹
波
切

『
大
乘
起
信
論
』

（
あ
る
い
は
『
釋
摩
訶
衍
論
卷
第
八
』） 

断
簡

白
川
院
〈
丹
波
切
〉

10

表
10

後
白
河
院

六
波
羅
切

表
9

伝 

後
白
河
天
皇

法
勝
寺
切

『
大
方
廣
仏
華
厳
経
』
巻
十
五

（
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
）
断
簡

後
白
川
院
〈
法
輪
寺
切
〉

11

表
11

後
鳥
羽
院

水
無
瀬
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・

神
祇
（1853

下
句
～1855

詞
書
）
断
簡

表
10

伝 

後
鳥
羽
天
皇

水
無
瀬
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・
神
祇

（1097

～1099

）
断
簡

後
鳥
羽
院
〈
水
無
瀬
切
〉

12

表
12

後
鳥
羽
院

清
水
切

表
11

伝 
後
鳥
羽
天
皇

月
輪
色
紙

後
鳥
羽
院
本
「
三
十
六
歌
仙
歌
合
絵
」

（
源
順
）
断
簡

月
輪
色
紙
〈
繪
者 

信
實
朝
臣
〉

13

表
13

土
御
門
院

阿
波
切

14

表
14

後
嵯
峨
院

御
手
判
切

15

表
15

後
深
草
院

常
盤
切

書
状 

断
簡

表
12

伝 

後
深
草
天
皇

常
盤
切

書
状 

断
簡

後
深
草
院

16

表
16

亀
山
院

亀
山
切

表
13

伝 

亀
山
天
皇

石
野
切

『
源
氏
物
語
』（
手
習
）
断
簡

亀
山
院
〈
石
野
切
〉

藻
塩
草

見
努
世
友

《
凡
例
》

�「
藻
塩
草
」
の
内
容
は
、「
見
努
世
友
」
と
重
複
す
る
古
筆
切
の
み
、
そ
の
詳
細
を
記
載
し
た
。

ま
た
、
配
列
は
「
見
努
世
友
」
の
配
列
を
基
準
と
し
、
上
段
に
「
藻
塩
草
」、
下
段
に
「
見
努
世
友
」
を
掲
載
し
た
。
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］
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17

表
17

後
宇
多
院

松
木
切

表
14

伝 

後
宇
多
天
皇

桜
井
切

未
詳
和
歌
集
（
定
数
歌
か
）
断
簡

後
宇
多
院
〈
櫻
井
切
〉

18

表
19

伏
見
院

筑
後
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
六
・
雑
（1158

）
断
簡

表
15

伏
見
天
皇

筑
後
切

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
（1162

）

断
簡

伏
見
院
〈
筑
後
切
〉

19

表
18

伏
見
院

篠
村
切

表
16

伝 

伏
見
天
皇

細
川
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・
春
上
（42

）
断
簡

〈
堀
川
切
〉

20

表
17

伝 

伏
見
天
皇

高
倉
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四

（
授
学
無
学
人
記
品
第
九
）
断
簡

〈
高
倉
切
〉

21

表
18

伝 

後
伏
見
天
皇

桂
切

『
風
葉
和
歌
集
』
巻
十
・
賀
（710

～712

）

後
伏
見
院
〈
桂
切
〉

22

表
21

後
伏
見
院

久
米
切

表
19

伝 

後
伏
見
天
皇

志
賀
切

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
断
簡

〈
志
賀
切
〉

23

表
20

後
伏
見
院

広
沢
切

『
伏
見
院
御
集
』
断
簡

表
20

伏
見
天
皇

広
沢
切

『
伏
見
院
御
集
』
断
簡

〈
廣
澤
切
〉

24

表
22

後
二
条
院

藤
波
切

表
21

伝 

後
二
条
天
皇

坂
本
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
・

雑
上
（1533

～1538

）
断
簡

後
二
条
院
〈
多
賀
切

　
　
　
　
　
坂
本
切
〉

25

表
23

花
園
院

萩
原
切

仮
名
書
状 
断
簡

表
22

伝 

花
園
天
皇

萩
原
切

仮
名
書
状 

断
簡

花
園
院
〈
萩
（
ハ
キ
）
原
切
〉

26

表
24

後
醍
醐
院

吉
野
切

未
詳
和
歌
集 
断
簡

表
23

伝 

後
醍
醐
天
皇

吉
野
切

未
詳
和
歌
集 

断
簡

後
醍
醐
天
皇
〈
吉
野
切
〉

27

表
25

光
厳
院

六
条
切

『
八
代
和
歌
抄
』 

断
簡

表
24

伝 

光
厳
天
皇

六
条
切

『
八
代
和
歌
抄
』 

断
簡

光
厳
院
〈
六
條
切
〉

28

表
26

光
明
院

天
龍
寺
切

未
詳
和
歌
集
（『
八
代
和
歌
抄
』 
か
） 
断
簡

表
25

伝 

光
明
天
皇

天
龍
寺
切

未
詳
和
歌
集
（『
八
代
和
歌
抄
』 

か
） 

断
簡

光
明
院
〈
天
龍
寺
切
〉

29

表
27

崇
光
院

豊
後
切

表
26

伝 

崇
光
天
皇

「
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
」（
恋
）
注
釈 

断
簡

崇
光
院

30

表
28

後
光
厳
院

葉
室
切

表
27

伝 

後
光
厳
天
皇

兵
庫
切

未
詳
和
歌
集
（『
八
代
和
歌
抄
』 

か
） 

断
簡

後
光
厳
院
〈
兵
庫
切
〉

31

表
29

後
円
融
院

竹
屋
切

表
28

伝 

後
円
融
天
皇

巻
物
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
二
・

恋
二( 1094

） 

断
簡

後
円
融
院

32

表
30

宗
尊
親
王

四
辻
切

表
29

伝 
宗
尊
親
王

日
向
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・
春
上
（10

）
断
簡

宗
尊
親
王
〈
日
向
切
〉

33

表
31

宗
尊
親
王

熊
野
切

『
白
氏
文
集
』
巻
六
「
詠
懐
」
断
簡

表
30

伝 

宗
尊
親
王

熊
野
切

『
白
氏
文
集
』
巻
六
「
遊
悟
真
寺
詩
」
断
簡

〈
熊
野
切
〉

34

表
32

恒
明
親
王

伏
見
切

『
源
氏
物
語
』（
賢
木
）
断
簡

表
31

伝 

恒
明
親
王

伏
見
切

『
源
氏
物
語
』（
賢
木
）
断
簡

恒
明
親
王
〈
伏
見
切
〉

35

表
33

尊
良
親
王

丹
後
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
雑
「
閑
居
」
断
簡

表
32

伝 

尊
良
親
王

丹
後
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
雑
「
眺
望
」
断
簡

尊
良
親
王
〈
丹
後
切
〉

36

表
34

邦
省
親
王

松
梅
院
切

「
北
野
社
法
楽
和
歌
（
元
徳
二
年
）」

巻
末 

断
簡
　
　
終
始

表
33

伝 

邦
省
親
王

松
梅
院
切

「
北
野
社
法
楽
和
歌
（
元
徳
二
年
）」
巻
頭 

断
簡

邦
看
親
王
〈
松
梅
院
切
〉



30

出
光
美
術
館
研
究
紀
要

　第
三
十
一
号
（
二
〇
二
五
年
度
）

37

表
35

護
良
親
王

播
磨
切

書
状 

断
簡

表
34

伝 

護
良
親
王

播
磨
切

書
状 

断
簡

大
塔
宮
〈
播
磨
切
〉

38

表
36

四
辻
宮
善
成

細
川
切

『
河
海
抄
』
巻
一
（
桐
壺
） 

断
簡

表
35

伝 

四
辻
善
成

細
川
切

『
河
海
抄
』
巻
一 

断
簡

四
辻
宮
善
成
〈
細
川
切
〉

39

表
37

大
職
冠
鎌
足

多
武
峯
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三

（
薬
草
諭
品
第
五
）
断
簡

表
36

伝 

藤
原
鎌
足

多
武
峯
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六

（
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
）
断
簡

鎌
足
公
〈
多
武
峯
切
〉

40

表
38

吉
備
真
備

虫
喰
切

『
成
唯
識
寶
生
論
』
巻
第
一

（
吉
備
由
利
発
願
一
切
経
）
断
簡

表
37

伝 

吉
備
真
備

虫
喰
切

『
悲
華
経
』
巻
八
（
諸
菩
薩
本
授
記
品
第
四
之
六
）

（
吉
備
由
利
発
願
一
切
経
）
断
簡

吉
備
公

41

表
39

近
衞
道
経

高
尾
切

『
西
行
物
語
』
下 

断
簡

表
38

伝 

近
衞
道
経

高
尾
切

『
西
行
物
語
』
下 

断
簡

近
衞
道
経
公
〈
高
雄
切
〉

42

表
40

近
衞
家
基

萱
津
切

表
39

伝 

近
衞
家
基

書
状 

断
簡

家
基
公

43

表
41

近
衞
道
嗣

久
我
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・

哀
傷
（836

～837

詞
書
）
断
簡

表
40

伝 

近
衞
道
嗣

久
我
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・

哀
傷
（852

～853

）
断
簡

道
嗣
公
〈
久
我
切
〉

44

表
42

鷹
司
基
忠

小
倉
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
五
・

秋
下
（282

～284

）
断
簡

表
41

伝 

鷹
司
基
忠

小
倉
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・

冬
（315

～318

）
断
簡

鷹
司
基
忠
公
〈
小
倉
切
〉

45

表
43

法
性
寺
忠
通

近
衞
殿
切

表
42

伝 

藤
原
忠
通

多
々
良
切

『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
「
南
湖
早
春
」
断
簡

法
性
寺
忠
通
公
〈
多
々
良
切
〉

46

表
43

伝 

藤
原
忠
通

書
状 

断
簡

47

表
44

九
条
兼
実

中
山
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
・

春
下
（92

～94

詞
書
）
断
簡

表
44

伝 

九
条
兼
実

中
山
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・

俳
諧
歌
（1020

～1021

）
断
簡

月
輪
兼
實
公
〈
中
山
切
〉

48

表
45

後
京
極
良
経

内
侍
切

表
45

伝 

九
条
良
経

九
条
殿
切

『
白
氏
文
集
』
巻
三
（
新
楽
府
「
馴
犀
」）
断
簡

後
京
極
良
経
公
〈
九
條
殿
切
〉

49

表
46

伝 

九
条
良
経

豆
色
紙

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
六
・
雑
春
（1056

）
断
簡

50

表
46

九
条
道
家

備
中
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
・

恋
一
（1064

～1066

）
断
簡

表
47

伝 

九
条
道
家

備
中
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
・

恋
四
（1319

～1321

）
断
簡

九
条
道
家
公
〈
備
中
切
〉

51

表
48

伝 

九
条
道
家

大
覚
寺
切

未
詳
文
書 

断
簡

〈
大
覚
寺
切
〉

52

表
47

九
条
教
家

山
井
切

表
49

伝 
九
条
教
家

尾
里
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
三
・

夏
（273

～275

）
断
簡

教
家
公
〈
尾
里
切
〉

53

表
48

一
条
内
経

玄
中
切

『
文
保
百
首
』

一
条
内
経
歌
・
夏
日
詠
百
首
（
巻
頭
）
断
簡

表
50

伝 

一
条
内
経

玄
中
切

『
文
保
百
首
』

一
条
内
経
歌
・
恋
二
十
首
（370

～371

）
断
簡

一
条
内
経
公
〈
玄
中
切
〉

54

表
49

二
条
良
基

畠
山
切

「
大
慈
八
景
詩
歌
」
断
簡
（
江
上
夕
陽
）

表
51

伝 

二
条
良
基

畠
山
切

「
大
慈
八
景
詩
歌
」
断
簡

二
条
良
基
公
〈
畠
山
切
〉

55

表
50

衣
笠
内
大
臣
家

良

御
文
庫
切

『
家
良
百
首
和
歌
』
断
簡

表
52

伝 

藤
原
家
良

御
文
庫
切

『
後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
』
断
簡

衣
笠
家
良
公
〈
御
文
庫
切
〉

56

表
53

三
条
実
重

但
馬
切

未
詳
縁
起 

断
簡

表
53

伝 

三
条
実
重

但
馬
切

未
詳
縁
起 

断
簡

三
条
實
重
公
〈
但
馬
切
〉
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57

表
51

松
殿
忠
嗣

馬
場
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
九
・

離
別
（885

～887

）
断
簡

表
54

伝 

松
殿
実
重

馬
場
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
・

羈
旅
（942

～944

）
断
簡

松
殿
忠
嗣
卿
〈
馬
場
切
〉

58

表
55

伝 

三
条
実
冬

巻
物
切

「
北
野
社
壇
十
首
和
歌
」
断
簡

三
条
實
冬
公

59

表
52

三
条
実
房

堀
川
切

60

表
54

三
条
公
忠

西
京
切

61

表
55

西
園
寺
実
兼

野
宮
切

62

表
56

小
倉
実
名

伊
賀
切

63

表
57

清
水
谷
実
秋

若
狭
切

表
56

伝 

清
水
谷
実
秋

持
明
院
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
一
・
春
上
（1

）
断
簡

清
水
谷
實
秋
卿
〈
持
明
院
切
〉

64

表
58

花
山
院
師
賢

松
尾
切

表
57

伝 

花
山
院
師
賢

佐
々
木
切

『
二
八
要
抄
』
断
簡

尹
師
賢
卿
〈
佐
々
木
切

　
　
　
　
　
今
城
切
〉

65

表
59

飛
鳥
井
雅
経

長
谷
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
「
花
」
断
簡

表
58

藤
原
教
長
（
伝 

飛
鳥
井
雅
経
）

長
谷
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・

春
「
鶯
」「
三
月
盡
」
断
簡

飛
鳥
井
雅
経
卿
〈
長
谷
切
〉

66

表
59

藤
原
教
長
（
伝 

飛
鳥
井
雅
経
）

今
城
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・
離
別
（380

～382

）

断
簡

〈
今
城
切
〉

67

表
60

飛
鳥
井
雅
有

八
幡
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
六
・

冬
（
巻
末
、424

）
断
簡

表
60

伝 

飛
鳥
井
雅
有

八
幡
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
四
・

秋
上
（289

～290

）
断
簡

雅
有
卿
〈
八
幡
切
〉

68

表
61

大
炊
御
門
冬
忠

和
泉
切

表
61

伝 

大
炊
御
門
冬

忠

武
田
切

『
千
五
百
番
歌
合
』
春
一
（16

～17

）
断
簡

大
炊
御
門
冬
忠
公
〈
武
田
切
〉

69

表
62

中
山
定
宗

岡
崎
切

表
62

伝 

中
山
定
宗

国
栖
切

未
詳
和
歌
集 

断
簡

中
山
定
宗
卿
〈
國
栖
（
ク
ス
）

切
〉

70

表
63

四
条
隆
博

八
瀬
切

71

表
64

三
条
実
任

淡
路
切

72

表
65

園
基
氏

木
曾
切

表
63

伝 
園
基
氏

間
宮
切

『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
三
・

夏
（277

～279

）
断
簡

園
基
氏
卿
〈
間
宮
切
〉

73

表
66

日
野
俊
光

千
種
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
抄
』

（
後
拾
遺
和
歌
集
巻
十
・
巻
頭
）
断
簡

表
64

伝 

日
野
俊
光

千
種
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
九
・

羈
旅
（534

～535

）
断
簡

日
野
俊
光
卿
〈
千
種
切
〉

74

表
67

烏
丸
資
任

参
河
切

75

表
69

甘
露
寺
光
経

八
坂
切

76

表
70

甘
露
寺
資
経

中
井
切
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77

表
71

甘
露
寺
隆
長

周
防
切

78

表
72

藤
原
光
俊

芝
山
切

『
顕
輔
集
』（25899

～25901

）
断
簡

表
65

伝 

藤
原
光
俊

芝
山
切

『
顕
輔
集
』（64

～65

）
断
簡

藤
原
光
俊
卿
〈
芝
山
切
〉

79

表
73

勧
修
寺
経
成

消
息
切

80

表
74

万
里
小
路
宣
房

笠
置
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三
（
薬
草
喩
品
第
五
）
断
簡

表
66

万
里
小
路
宣
房

笠
置
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
（
観
持
品
第
十
三
）
断
簡

万
里
小
路
宣
房
卿
〈
笠
置
切
〉

81

表
75

万
里
小
路
藤
房

山
田
切

『
因
明
入
生
理
論
四
種
相
違
私
記
』
巻
下 

断
簡

表
67

伝 

万
里
小
路
藤

房

山
田
切

『
因
明
入
生
理
論
四
種
相
違
私
記
』
巻
下 

断
簡

藤
房
卿
〈
山
田
切
〉

82

表
76

綾
小
路
信
有

藤
崎
切

83

表
77

綾
小
路
有
頼

村
井
切

84

表
78

久
我
通
親

龍
山
切

『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
九
・

釈
教
（1208

～1210

）
断
簡

表
68

伝 

源
通
親

龍
山
切

『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
六
・

雑
上
（966

～967

）
断
簡

久
我
通
親
公
〈
龍
山
切
〉

85

表
79

久
我
通
具

坊
門
切

表
69

伝 

源
通
具

秋
山
切

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
五
・

賀
（270

～272

）
断
簡

堀
川
通
具
卿
〈
秋
山
切
〉

86

表
70

伝 

源
通
具

山
中
切

『
時
代
不
同
歌
合
』（69

左
）
断
簡

〈
山
中
切
〉

87

表
80

中
院
通
方

吉
田
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（1810

～1811
詞
書
）
断
簡

表
71

伝 

中
院
通
方

吉
田
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（1760

～1762

）
断
簡

中
院
通
方
卿
〈
吉
田
切
〉

88

表
81

久
我
長
通

安
芸
切

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
九
・

雑
下
（1527

～1528

）
断
簡

表
72

伝 

久
我
長
通

安
芸
切

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
中
（1464

～1465

）
断
簡

久
我
長
通
公
〈
安
藝
切
〉

89

表
82

六
条
有
忠

新
宮
切

90

表
83

南
家
高
倉
清
範

西
山
切

91

表
84

御
子
左
忠
家

仁
和
寺
切

表
73

伝 

藤
原
忠
家

柏
木
切

『
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
』

「
皇
太
夫
人
班
子
女
王
歌
合
」（32

～33

）
断
簡

御
子
左
忠
家
卿
〈
柏
木
切
〉

92

表
85

御
子
左
俊
忠

二
条
殿
切

『
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
』「
平
定
文
家
歌
合

〈
延
喜
五
年
四
月
廿
八
日
〉」（
初
夏
）
断
簡

表
74

伝 
藤
原
俊
忠

二
条
殿
切

『
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
』「
平
定
文
家
歌
合

〈
延
喜
五
年
四
月
廿
八
日
〉」（
巻
頭
）
断
簡

俊
忠
卿
〈
二
條
殿
切
〉

93

表
86

藤
原
俊
成

鳥
羽
切

表
75

藤
原
俊
成

住
吉
切

「
文
治
六
年
五
社
百
首
」
断
簡

俊
成
卿
〈
住
吉
切
〉

94

表
87

藤
原
俊
成

日
野
切

表
76

藤
原
俊
成

御
家
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
七
・

賀
（346

～348

）
断
簡

95

表
77

伝 

藤
原
俊
成
・

定
家

志
波
切
（
補
任
切
）

『
公
卿
補
任
』（
天
治
二
年
部
分
）
断
簡

俊
□
□
定
□
□

96

表
78

伝 

藤
原
俊
成

未
詳
和
歌
集 

断
簡

俊
成
卿
　
慈
鎮
和
尚

後
鳥
羽
院
　
定
家
卿
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97

表
88

藤
原
定
家

藤
谷
切

表
79

伝 

藤
原
定
家

五
首
切

未
詳
和
歌
集 

断
簡

定
家
卿
〈
五
首
切
〉

98

表
89

藤
原
定
家

三
首
切

表
80

伝 

藤
原
定
家

成
就
切

『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
断
簡

〈
成
就
切
〉

99

表
91

二
条
為
家

大
原
切

『
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
第
三
帖
　
断
簡

表
81

伝 

二
条
為
家

大
原
切

『
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
第
五
帖
　
断
簡

二
条
為
家
卿
〈
大
原
切
〉

100

表
90

二
条
為
家

箔
切

表
82

伝 

二
条
為
家

姫
路
切

「
源
氏
若
狭
百
番
歌
合
」（
巻
頭
）
断
簡

〈
姫
路
切
〉

101

表
83

伝 

二
条
為
家

須
磨
色
紙

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・
冬
（682

）
断
簡

〈
須
磨
色
紙
〉

102

表
92

二
条
為
氏

因
幡
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・

雑
体
俳
諧
歌
（1017

～1020

）
断
簡

表
84

伝 

二
条
為
氏

因
幡
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・

冬
（335

～336

）
断
簡

為
氏
卿
〈
因
幡
切
〉

103

表
109

冷
泉
為
相

相
模
切

表
85

伝 

冷
泉
為
相

結
城
切
（
勅
判
切
）

京
極
派
歌
合
（
十
七
番
）
断
簡

為
相
卿
〈
結
城
切
〉

　〈
後
伏
見
院
勅
判
〉

104

表
93

二
条
為
教

浜
名
切

105

表
94

二
条
為
世

五
条
切

表
86

伝 

二
条
為
世

柴
田
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
・

恋
（691

～693

）
断
簡

為
世
卿
〈
柴
田
切
〉

106

表
95

二
条
為
兼

長
柄
切

107

表
96

二
条
為
雄

佐
和
山
切

108

表
97

二
条
為
藤

肥
前
切

109

表
98

二
条
為
道

西
宮
切

表
87

伝 

二
条
為
道

安
田
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（967

～969

）
断
簡

為
道
卿
〈
安
田
切
〉

110

表
99

二
条
為
冬

小
野
切

111

表
100

二
条
家
俊

醍
醐
切

112

表
101

二
条
為
親

島
田
切

113

表
102

二
条
為
定

冷
泉
切

表
88

伝 

二
条
為
定

世
保
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
三
・

恋
（664

～668

）
断
簡

為
定
卿
〈
世
保
切
〉

114

表
103

二
条
為
明

朝
倉
切

115

表
104

二
条
為
忠

高
台
寺
切

116

表
105

二
条
為
重

道
也
切
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117

表
106

二
条
為
貫

六
角
切

118

表
107

二
条
為
遠

八
嶋
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
・

恋
四
（745

～746

）
断
簡

表
89

伝 

二
条
為
遠

八
嶋
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（969

詞
書
）
断
簡

為
遠
卿
〈
八
嶋
切
〉

119

表
108

二
条
為
右

豊
前
切

表
90

伝 

二
条
為
邦

入
江
切

『
詞
花
和
歌
集
』
巻
九
・

雑
上
（346

～347

）
断
簡

為
邦
卿
〈
入
江
切
〉

120

表
110

冷
泉
為
秀

三
好
切

121

表
111

冷
泉
為
邦

入
江
切

122

表
112

冷
泉
覚
源

浦
野
切

123

表
113

冷
泉
源
承

笠
間
切

124

表
114

冷
泉
慶
融

近
江
切

125

表
115

冷
泉
定
為

平
野
切

126

表
116

津
守
国
冬

伊
勢
切

127

表
117

津
守
国
夏

長
尾
切

128

裏
119

八
条
女
院

消
息
切

表
91

伝 

八
条
女
院

高
倉
切

仮
名
書
状 

断
簡

八
条
女
院

129

表
92

伝 

進
子
内
親
王

妙
満
寺
切

和
歌
懐
紙
（
花
園
院
法
七
回
忌
法
華
経
要
文
和
歌

〈
文
和
三
年
〉「
妙
法
菩
薩
品
」）
断
簡

進
子
内
親
王
〈
妙
満
寺
切
〉

130

表
93

伝 

徽
安
門
院

妙
満
寺
切

和
歌
懐
紙
（
花
園
院
法
七
回
忌
法
華
経
要
文
和
歌

〈
文
和
三
年
〉「
薬
草
喩
品
」）
断
簡

徽
安
門
院
〈
同
〉

131

表
94

伝 

儀
子
内
親
王

妙
満
寺
切

和
歌
懐
紙
（
花
園
院
法
七
回
忌
法
華
経
要
文
和
歌

〈
文
和
三
年
〉「
妙
法
菩
薩
品
」）
断
簡

儀
子
内
親
王
〈
同
〉

132

表
95

伝 
吉
備
由
利

鞍
馬
切

『
阿
毘
達
磨
集
異
門
足
論
』
巻
十
五
（
六
法
品
第

七
之
一
）（
吉
備
由
利
発
願
一
切
経
）
断
簡

吉
備
由
利
〈
鞍
馬
切
〉

133

裏
116

中
将
姫

当
麻
切

『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』
第
十
二
　
断
簡

表
96

伝 

中
将
姫

当
麻
切

『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』
断
簡

中
将
姫
〈
當
麻
切
〉

134

裏
117

大
貮
三
位

端
白
切

135

裏
118

小
大
君

御
蔵
切

『
小
大
君
集
』（118

～120

）
断
簡

表
97

伝 

小
大
君

御
蔵
切

『
小
大
君
集
』（50

～52

）
断
簡

小
大
君
〈
御
蔵
切
〉

136

表
98

伝 

藤
原
公
任

（
伝 

小
大
君
）

麗
花
集
切
（
香
紙
切
）
『
麗
花
集
』
断
簡

〈
麗
花
集
切
〉
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137

裏
120

二
位
尼

（
北
条
政
子
）

消
息
切

書
状 

断
簡

表
99

伝 

二
位
尼

（
北
条
政
子
）

書
状 

断
簡

二
位
尼

138

裏
121

坊
門
局

小
松
切

『
拾
遺
抄
』
巻
二
・
夏
（125､ 122

）
断
簡

表
100

伝 

坊
門
局

小
松
切

『
拾
遺
抄
』
巻
六
・
別
（203

～205

）
断
簡

坊
門
局
〈
玄
田
切

　
　
　
　
小
松
切
〉

139

裏
122

越
部
局

肥
後
切

表
101

伝 

越
部
局

阿
野
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・
春
上
（63

～66

）
断
簡
越
部
局
〈
阿
野
切
〉

140

裏
123

民
部
卿
局

秋
篠
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
四
（1254

）
断
簡

表
102

伝 

民
部
卿
局

秋
篠
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
四
（1275

～1278

）
断
簡

民
部
卿
局
〈
秋
篠
切
〉

141

裏
124

阿
仏
尼

秋
田
切
（
鯉
切
）

『
古
今
和
歌
集
（
注
釈
書
）』
巻
十
四
・

恋
四
（702

）
断
簡

表
103

伝 

阿
仏
尼

秋
田
切
（
鯉
切
）

『
古
今
和
歌
集
』
巻
二
・
春
下
（85

～87

）
断
簡
阿
佛
尼
〈
鯉
下
繪

　
　
　
　
秋
田
切
〉

142

裏
125

千
代
能

宇
都
宮
切

書
状 

断
簡

表
104

伝 

千
代
能

宇
都
宮
切

書
状 

断
簡

千
代
能
〈
宇
都
宮
切
〉

143

裏
101

源
頼
政

平
等
院
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
雑
「
山
家
」
断
簡

表
105

伝 

源
頼
政

平
等
院
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
雑
「
山
寺
」
断
簡

144

裏
100

源
頼
政

三
井
寺
切

『
源
三
位
頼
政
集
』
恋
部
（246

）
断
簡

表
106

伝 

源
頼
政

三
井
寺
切

『
源
三
位
頼
政
集
』
断
簡

〈
三
井
寺
切
〉

145

表
107

伝 

平
康
頼

真
福
寺
切

未
詳
仏
典 

断
簡

平
康
頼
朝
臣
〈
真
福
寺
切
〉

146

裏
102

平
清
盛

厳
島
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
（
方
便
品
第
二
）
断
簡

表
108

伝 

平
清
盛

厳
島
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
（
方
便
品
第
二
）
断
簡

清
盛
公
〈
厳
嶋
切
〉

147

裏
103

平
頼
盛

厳
島
切

『
無
量
義
経
』
巻
十
（
功
徳
品
第
三
）
巻
末
断
簡

表
109

平
頼
盛

厳
島
切

『
無
量
義
経
』
巻
十
（
功
徳
品
第
三
）
断
簡

平
頼
盛
卿
〈
同
〉

148

裏
105

平
忠
度

高
田
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
・
恋
（789､ 790

）

断
簡

表
110

伝 

平
忠
度

進
藤
切

『
金
葉
和
歌
集
』
巻
一
・
春
（65

）
断
簡

平
忠
度
朝
臣
〈
進
藤
切
〉

149

裏
104

平
業
兼

春
日
切

未
詳
和
歌
集
（『
花
山
院
御
集
』
か
） 
断
簡

表
111

伝 

平
業
兼

春
日
切

未
詳
和
歌
集
（『
花
山
院
御
集
』
か
） 

断
簡

平
業
兼
朝
臣
〈
春
日
切
〉

150

裏
106

平
行
盛

松
崎
切

151

裏
107

源
頼
朝

大
慈
寺
切

152

裏
108

源
頼
朝

消
息
切

書
状 

断
簡

表
112

伝 
源
頼
朝

書
状 

断
簡

源
頼
朝
公
卿

153

裏
109

源
義
経

消
息
切

154

裏
110

源
実
朝

中
院
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
八
・
別
（488

）
断
簡

表
113

伝 

源
実
朝

中
院
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
八
・

別
（489

～490

）
断
簡

實
朝
公
〈
中
院
切
〉

155

裏
111

北
条
時
頼

光
泉
寺
切

『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
新
楽
府
道
州
民
」
断
簡

表
114

伝 

北
条
時
頼

光
泉
寺
切

『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
新
豊
折
臂
翁
」
断
簡

北
条
時
頼
〈
光
泉
寺
切
〉

156

裏
112

高
階
重
経

一
色
切
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紀
要

　第
三
十
一
号
（
二
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二
五
年
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）

157

裏
113

新
田
義
貞

三
室
切

表
115

伝 

新
田
義
貞

菊
池
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
・

恋
四
（721

～725

）
断
簡

新
田
義
貞
〈
菊
池
切
〉

158

裏
114

足
利
尊
氏

北
山
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
四
・

秋
上
（337

～338

）
断
簡

表
116

伝 

足
利
尊
氏

北
山
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
四
・

秋
上
（376

～377

）
断
簡

尊
氏
公
〈
北
山
切
〉

159

裏
115

今
川
了
俊

伊
予
切

『
源
氏
物
語
』（
夕
顔
）
巻
末
断
簡

表
117

今
川
了
俊

伊
予
切

『
源
氏
物
語
』（
夕
顔
）
断
簡

今
川
了
俊
〈
伊
与
切
〉

160

裏
1

聖
徳
太
子

戸
隠
切
（
宝
塔
切
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
（
法
師
品
第
十
）
断
簡

裏
1

伝 

聖
徳
太
子

戸
隠
切
（
宝
塔
切
）

『
法
華
義
疏
』
巻
三
（
信
解
品
第
四
）
断
簡

聖
徳
太
子
〈
戸
隠
切
〉

161

裏
2

伝 

聖
徳
太
子

法
隆
寺
切

『
中
論
疏
記
』
巻
二
・

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
（
譬
喩
品
第
三
）
断
簡

法
隆
寺
切

162

裏
2

朝
野
魚
養

御
室
切

『
大
智
度
論
釋
初
品
中
檀
波
羅
蜜
法
施
之
餘
』

巻
第
十
二
　
断
簡

裏
3

伝 

朝
野
魚
養

御
室
切

『
大
方
廣
仏
華
厳
経
』
巻
二
十
二
（
金
剛
幢
菩
薩

十
迴
向
品
第
二
十
一
之
九
）
断
簡

魚
養

163

裏
3

橘
逸
勢

石
山
切

164

裏
4

小
野
篁

山
門
切

『
広
弘
明
集
』
巻
二
十
二

「
難
范
縝
神
滅
論
」
断
簡

裏
4

伝 

小
野
篁

山
門
切

『
広
弘
明
集
』
巻
二
十
二
「
三
蔵
聖
教
序
」
断
簡

小
野
篁
〈
山
門
切
〉

165

裏
5

菅
原
道
真

河
内
切

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
八
（
巻
末
）
断
簡

裏
5

伝 

菅
原
道
真

河
内
切

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
六
十
七
（
入
法
界
品
第

三
十
九
之
八
）
断
簡

菅
公
〈
河
内
切
／
俗
ニ
紫
切
ト

云
〉
河
内
切

166

裏
6

菅
原
道
真

讃
岐
切

167

裏
7

菅
原
道
真

式
切

168

裏
8

紀
貫
之

高
野
切
第
二
種

裏
6

伝 

紀
貫
之

高
野
切
第
三
種

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・

俳
諧
歌
（1032

～1033

）
断
簡

貫
之
〈
高
野
切
〉

169

裏
7

伝 

小
野
道
風

愛
知
切

『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
断
簡

道
風
〈
愛
知
切
〉

170

裏
10

小
野
道
風

本
阿
弥
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（973

～974

）
断
簡

裏
8

伝 

小
野
道
風

本
阿
弥
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（998

～999

）
断
簡

〈
本
阿
弥
切
〉

171

裏
9

小
野
道
風

小
島
切

『
斎
宮
女
御
集
』
断
簡

裏
9

伝 

小
野
道
風

小
島
切

『
斎
宮
女
御
集
』
断
簡

〈
小
嶋
切
〉

172

裏
10

伝 
藤
原
佐
理

筋
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
二
・

恋
二
（600

～602

）
断
簡

佐
理
卿
〈
筋
切
〉

173

裏
14

藤
原
佐
理

通
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
・
恋
（800

～801

）、

巻
十
八
・
雑
下
（996

）
断
簡

裏
11

伝 

藤
原
佐
理

通
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
・
雑
上
（874

）
断
簡

174

裏
13

源
道
済
（
行
成
）
小
堀
切
（
針
切
）

裏
12

伝 

源
俊
頼

大
字
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・

春
「
鶯
」、
夏
「
首
夏
」
断
簡

175

裏
15

藤
原
行
成

法
輪
寺
切

裏
13

伝 

藤
原
行
成

堺
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
「
雨
」
断
簡

行
成
卿
〈
堺
切
〉

176

裏
16

藤
原
行
成

室
町
切

裏
14

伝 

藤
原
行
成

式
部
切

『
和
泉
式
部
続
集
』
巻
下
（450

～452

）
断
簡

〈
式
部
切
〉
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177

裏
11

源
順

栂
尾
切
（
鎌
倉
切
）

桂
宮
本
『
万
葉
集
』
巻
八
（1424

～1425

）

断
簡

裏
15

伝 

源
順

栂
尾
切
（
鎌
倉
切
）

桂
宮
本
『
万
葉
集
』
巻
四
（652

）
断
簡

源
順
〈
鎌
倉
切
〉

178

裏
12

源
順

難
波
切

元
暦
校
本
『
万
葉
集
』
巻
十
四
（3567

）
断
簡

裏
16

伝 

源
順

有
栖
川
切
（
難
波
切
）
元
暦
校
本
『
万
葉
集
』

巻
十
四
（3548

～3549

）
断
簡

〈
難
波
切
〉

179

裏
17

四
条
公
任

岡
寺
切

裏
17

伝 

藤
原
公（
伝 

源

俊
頼
、伝 

西
行
）

糟
色
紙

（
後
拾
遺
集
切
、
粽
切
）
『
後
拾
遺
和
歌
集
（
抄
出
）』
巻
九
・

羈
旅
（512

）
断
簡

公
任
卿
〈
糟
色
紙
〉

180

裏
18

四
条
公
任

大
内
切

裏
18

伝 

藤
原
公
任

堺
色
紙

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
・
恋
一
（471

）
断
簡

〈
堺
色
紙
〉

181

裏
19

藤
原
定
頼

烏
丸
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
五
・

秋
上
（219

～222

）
断
簡

裏
19

伝 

藤
原
定
頼

右
近
切
（
烏
丸
切
）

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
二
・
春
（48

～51

）
断
簡

〈
右
近
切
〉

182

裏
20

伝 

藤
原
定
頼

烏
丸
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
八
・

冬
（465

～469

）
断
簡

藤
原
定
頼
卿
〈
烏
丸
切
〉

183

裏
21

伝 

藤
原
定
頼

津
田
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
（
譬
喩
品
第
三
）
断
簡

〈
津
田
切
〉

184

裏
20

源
兼
行

初
瀬
切

裏
22

伝 

源
兼
行

西
大
寺
切

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
断
簡

源
兼
行
〈
西
大
寺
切
〉

185

裏
21

源
俊
房

黒
谷
切

裏
23

伝 

源
俊
頼

尼
崎
切

尼
崎
本
『
万
葉
集
』
巻
十
二
（3004

～3005

）

断
簡

源
俊
頼
朝
臣
〈
尼
崎
切
〉

186

裏
22

源
俊
頼

東
大
寺
切

『
三
宝
絵
』
巻
中
「
役
行
者
」
断
簡

裏
24

伝 

源
俊
頼

東
大
寺
切

『
三
宝
絵
』
巻
中
「
役
行
者
」
断
簡

〈
東
大
寺
切
〉

187

裏
25

藤
原
基
俊

多
賀
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・

雑
「
鴨
」（449

～452

）
断
簡

藤
原
基
俊
卿
〈
多
賀
切
〉

188

裏
23

藤
原
基
俊

山
名
切

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
上
・
九
月
尽
断
簡

裏
26

藤
原
基
俊

（
伝 

藤
原
公
任
）
山
名
切

『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
下
・

雑
「
文
詞
付
遺
文
」
断
簡

〈
山
名
切
〉

189

裏
24

藤
原
顕
輔

鶉
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
・
哀
傷
歌
（849
）
断
簡

裏
27

伝 

藤
原
顕
輔

鶉
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
・

俳
諧
歌
（1051

～1054

）
断
簡

藤
原
顕
輔
卿
〈
鶉
切
〉

190

裏
25

藤
原
清
輔

内
裏
切

清
輔
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・

雑
下
（950

～954

）
断
簡

裏
28

伝 

藤
原
清
輔

内
裏
切

清
輔
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・

離
別
（365

～367

）
断
簡

藤
原
清
輔
卿
〈
内
裏
切
〉

191

裏
26

壬
生
家
隆

升
底
切

『
金
葉
和
歌
集
』
巻
三
・

秋
（188

～189

）
断
簡

裏
29

伝 

藤
原
家
隆

升
底
切

『
金
葉
和
歌
集
』
巻
二
・
夏
（95

～96

）
断
簡

壬
生
家
隆
卿
〈
升
底
切
〉

192

裏
27

源
有
家

多
田
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・

冬
（565

～567

）
断
簡

裏
30

伝 
藤
原
有
家

多
田
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・

冬
（658

～660

）
断
簡

藤
原
有
家
卿
〈
多
田
切
〉

193

表
68

藤
原
信
実

粟
田
切

『
法
然
寺
地
蔵
縁
起
絵
巻
（
地
蔵
験
記
絵
巻
）』

（
詞
書
）
断
簡
　
　
　
　
ｃ
　
ｂ
は
翰
墨
城

裏
31

伝 

藤
原
信
実

粟
田
切

『
法
然
寺
地
蔵
縁
起
絵
巻
（
地
蔵
験
記
絵
巻
）』

（
詞
書
）
断
簡
　
　
　
　
　
ａ

藤
原
信
實
朝
臣
〈
粟
田
切
〉

194

裏
28

鴨
長
明

土
佐
切

195

裏
29

藤
原
秀
能

三
宅
切

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
九
・
神
祇
（540

）
断
簡

裏
32

伝 

藤
原
秀
能

三
宅
切

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
九
・

神
祇
（561

～562

）
断
簡

大
屋
秀
能
朝
臣
〈
三
宅
切
〉

196

裏
30

源
家
長

天
王
寺
切

『
仮
名
聖
徳
太
子
伝
暦
』
断
簡

裏
33

伝 

源
家
長

天
王
寺
切

『
仮
名
聖
徳
太
子
伝
暦
』
断
簡

源
家
長
〈
天
王
寺
切
〉
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197

裏
34

伝 

源
家
長

龍
田
切
（
立
田
切
）

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・

雑
「
仙
家
」（542

）
断
簡

立
（
龍
）
田
切

198

裏
31

洞
院
公
実

三
善
切

199

裏
32

藤
原
定
実

粉
河
切

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』（
巻
五
詞
書
）
断
簡

裏
35

伝 

藤
原
定
実

粉
河
切

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』（
詞
書
）
断
簡

世
尊
寺
定
實
朝
臣

　
　〈
粉
河
　
粉
河
切
〉

200

裏
33

藤
原
伊
経

尼
子
切

201

裏
34

藤
原
伊
経

久
世
切

『
万
葉
集
（
抄
出
）』（3877

）
断
簡

裏
36

伝 

藤
原
伊
経

久
世
切

『
万
葉
集
（
抄
出
）』（1101

・1106

）
断
簡

伊
経
朝
臣
〈
久
世
切
〉

202

裏
35

世
尊
寺
行
能

藤
井
切

裏
37

伝 

藤
原
行
能

宇
治
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
・

春
上
（30

～32

）
断
簡

行
能
卿
〈
宇
治
切
〉

203

裏
38

伝 

藤
原
行
能

三
条
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・

夏
「
納
涼
」（163

～167

）
断
簡

〈
三
条
切
〉

204

裏
36

世
尊
寺
経
朝

玉
津
切

『
蜻
蛉
日
記
』
巻
上 

断
簡

裏
39

伝 

藤
原
経
朝

玉
津
切

『
蜻
蛉
日
記
』
巻
上 

断
簡

経
朝
卿
〈
玉
津
切
〉

205

裏
40

伝 

藤
原
経
朝

天
野
切

未
詳
文
書 

断
簡

〈
天
野
切
〉

206

裏
41

伝 

藤
原
経
朝

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
三
・
夏
（214

）
断
簡

207

裏
37

世
尊
寺
経
尹

那
智
切

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
下 
断
簡

裏
42

伝 

藤
原
経
尹

那
智
切

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
下 

断
簡

経
尹
卿
〈
那
智
切
〉

208

裏
39

世
尊
寺
定
成

田
原
切

裏
43

伝 

藤
原
定
成

佐
介
切

「
春
日
表
白
」
断
簡

定
成
卿
〈
佐
介
切
〉

209

裏
40

世
尊
寺
行
尹

七
社
切

裏
44

伝 

藤
原
行
尹

安
土
切

『
新
撰
朗
詠
集
（
抄
出
）』
巻
下
・
雑
「
山
寺
」

（543

）
断
簡

行
尹
卿
〈
安
土
切
〉

210

裏
41

世
尊
寺
行
尹

高
島
切

裏
45

伝 

藤
原
行
尹

安
土
切

『
新
撰
朗
詠
集
（
抄
出
）』
巻
下
・
雑
「
山
寺
」

（550

）
断
簡

211

裏
46

伝 

藤
原
行
尹

『
仮
名
法
華
経
』「
方
便
品
」（
第
二
）
断
簡

212

裏
47

伝 
藤
原
行
房

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
四
・
秋
（380

）
断
簡

行
房
卿

213

裏
38

世
尊
寺
行
房

下
野
切

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
・

神
楽
歌
（600

～602

）
断
簡

裏
48

伝 

藤
原
行
房

下
野
切

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
五
・

賀
（294

～296

）
断
簡

〈
下
野
切
〉

214

裏
42

世
尊
寺
行
忠

淀
切

裏
49

伝 

藤
原
行
忠

『
古
今
和
歌
集
』
巻
九
・
羈
旅
（413

）
断
簡

行
忠
卿

215

裏
43

世
尊
寺
行
俊

長
門
切

『
平
家
物
語
』
巻
上
「
文
覚
」
断
簡

裏
50

伝 

藤
原
行
俊

長
門
切

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
七
「
源
氏
追
討
祈
事
」

断
簡

行
俊
卿

216

裏
44

仁
和
寺
法
守
法

親
王

槙
尾
切
（
菩
提
院
切
）
未
詳
和
讃 

断
簡

裏
51

伝 

法
守
法
親
王

菩
提
院
切
（
槙
尾
切
）
未
詳
和
讃 

断
簡

仁
和
寺
法
守
親
王
〈
菩
提
／
院

切
〉　
　〈
菩
提
院
切
〉
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217

裏
52

伝 

守
覚
法
親
王

木
寺
切

『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麼
耶
経
』（
般
若
波
羅
蜜

多
理
趣
品
）
断
簡

守
覺
親
王
〈
木
寺
切
〉

218

裏
45

妙
法
院
堯
仁
法

親
王

喜
多
切

裏
53

伝 

尭
仁
法
親
王

大
仏
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
下
（970

）
断
簡

妙
法
院
尭
仁
親
王
〈
大
佛
切
〉

219

裏
79

慈
鎮
（
慈
円
）

丸
山
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
四
・
恋
四
（1263

～

1265

）
断
簡

裏
54

伝 

慈
円

丸
山
切

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
・

哀
傷
（1301

～1303

）
断
簡

慈
鎮
和
尚
〈
丸
山
切
〉

220

裏
55

伝 

道
覚
法
親
王

書
状 

断
簡

青
蓮
院
道
覺
親
王

221

裏
56

伝 

慈
道
法
親
王

書
状 

断
簡

青
蓮
院
慈
道
親
王

222

裏
46

青
蓮
院
尊
円
法

親
王

金
沢
切

223

裏
47

青
蓮
院
尊
円
法

親
王

巻
物
切

「
小
野
道
風
請
状
」
写
断
簡

裏
57

伝 

尊
円
法
親
王

『
古
今
和
歌
集
』
序
収
載
歌 

断
簡

尊
圓
親
王

224

裏
48

青
蓮
院
尊
円
法

親
王

能
瀬
切

裏
58

伝 

尊
円
法
親
王

往
来
物 

断
簡

225

裏
59

伝 

尊
道
法
親
王

『
古
今
和
歌
集
（
抄
出
）』
巻
二
・
春
（74

）
断
簡

尊
道
親
王

226

裏
49

青
蓮
院
尊
道
法

親
王

巻
物
切

往
来
物 

断
簡

裏
60

伝 

尊
道
法
親
王

往
来
物 

断
簡

227

裏
50

青
蓮
院
祐
助
親

王

亀
山
切

未
詳
仏
典 

断
簡

裏
61

伝 

祐
助
親
王

亀
山
切

未
詳
仏
典 

断
簡

祐
助
親
王
〈
亀
山
切
〉

228

裏
51

青
蓮
院
道
円
法

親
王

祇
園
切

裏
62

伝 

道
円
法
親
王

上
田
切

未
詳
仏
典 

断
簡

道
圓
親
王
〈
上
田
切
〉

229

裏
63

伝 

厳
叡
僧
正

書
状 

断
簡

随
心
院
厳
叡
僧
正

230

裏
52

最
澄

（
伝
教
大
師
）

焼
切

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
十
二
（
初
分
弁
大

乗
品
第
十
五
之
二
）
断
簡

裏
64

伝 

最
澄
（
伝
教

大
師
）

焼
切

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
百
二
十
二
（
第
二

分
無
邊
際
品
第
二
十
三
之
三
）
断
簡

傳
教
大
師
〈
焼
切
〉

231

裏
53

空
海

（
弘
法
大
師
）

南
院
切

『
新
撰
類
林
抄
』 

断
簡

裏
65

伝 

空
海
（
弘
法

大
師
）

南
院
切

『
新
撰
類
林
抄
』 

断
簡

弘
法
大
師
〈
南
院
切
〉

232

裏
66

伝 
空
海
（
弘
法

大
師
）

鼠
跡
心
経

『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』

233

裏
54

円
仁

（
慈
覚
大
師
）

西
塔
切

裏
67

伝 
円
仁
（
慈
覚

大
師
）

無
動
寺
切

『
羯
磨
一
卷
』 （
出
曇
無
德
律
） 

断
簡

慈
覺
大
師
〈
無
動
寺
切
〉

234

裏
55

道
昌

嵯
峨
切

『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
巻
下
　
断
簡

裏
68

伝 

道
昌

嵯
峨
切

『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
巻
上
「
説
戒
正
義
篇
」

（
第
十
）
断
簡

道
昌
律
師
〈
嵯
峨
切
〉

235

裏
56

円
珍

（
智
証
大
師
）

竹
生
島
切

裏
69

伝 

円
珍
（
智
証

大
師
）

三
井
寺
切

未
詳
仏
典 

断
簡

智
證
大
師
〈
三
井
寺
切
〉

236

裏
57

聖
宝

（
理
源
大
師
）

三
宝
院
切

魚
山
声
明 

断
簡

裏
70

伝 

聖
宝
（
理
源

大
師
）

三
宝
院
切

魚
山
声
明 

断
簡

醍
醐
聖
宝
僧
正
〈
三
宝
院
切
〉
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237

裏
58

良
源
（
慈
恵
・

元
三
大
師
）

横
川
切
（
山
上
切
）

『
華
厳
経
』（
行
願
品
）
断
簡

裏
71

伝 

良
源
（
慈

慧
・
元
三
大
師
）
山
上
切
（
横
川
切
）

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
（
信
解
品
第
四
）
断
簡

元
三
大
師
〈
山
上
切
〉

238

裏
59

性
空

（
書
写
上
人
）

浅
野
切

書
状 

断
簡

裏
72

伝 

性
空
（
書
写

上
人
）

浅
野
切

書
状
（
二
通
） 

断
簡

書
写
山
性
空
上
人
〈
浅
野
切
〉

239

裏
60

源
信

（
恵
心
僧
都
）

坂
戸
切

裏
73

伝 

源
信
（
恵
心

僧
都
）

安
楽
院
切

『
明
本
抄
』
第
二
、『
因
明
大
疏
抄
』
巻
二
十
四 

断
簡

惠
心
僧
都
〈
安
楽
院
切
〉

240

裏
61

行
尊

南
坊
切

未
詳
仏
典 

断
簡

裏
74

伝 

行
尊

南
坊
切

未
詳
仏
典 

断
簡

圓
満
院
行
尊
僧
正
〈
南
坊
切
〉

241

裏
62

根
来
覚
鍐

紀
伊
国
切

242

裏
63

登
蓮

葛
城
切

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
二
十
七

（
十
地
品
第
二
十
二
之
五
）
断
簡

裏
75

伝 

登
蓮

葛
城
切

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
二
十
七
（
十
地
品
第
二

十
二
之
五
）
断
簡

登
蓮
法
師
〈
葛
城
切
〉

243

裏
64

覚
猷

（
鳥
羽
僧
正
）

壬
生
切

244

裏
65

忠
快

由
良
切

245

裏
66

俊
寛

三
輪
切

裏
76

伝 

俊
寛

水
谷
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
六
・

雑
二
（1133

～1135

）
断
簡

俊
寛
僧
都
〈
水
谷
切
〉

246

裏
67

重
源

奈
良
切
（
五
輪
塔
切
）

裏
77

伝 

重
源

文
書
（
東
大
寺
勧
進
所
裁
許
）
断
簡

俊
乗
坊
重
源

247

裏
68

覚
明

飛
騨
切

248

裏
69

太
秦
顕
昭

賀
茂
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
五
・

秋
下
（277

～278

）
断
簡

裏
78

伝 

太
秦
顕
昭

賀
茂
切

『
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・

離
別
（388

～389

）
断
簡

秦
顕
昭
〈
加
茂
切
〉

249

裏
79

伝 

太
秦
顕
昭

建
仁
寺
切

『
源
氏
物
語
釈
』
断
簡

〈
建
仁
寺
切
〉

250

裏
70

西
行

月
輪
切

（
御
裳
濯
川
切
）

裏
80

伝 

西
行

白
川
切

『
後
撰
和
歌
集
』
巻
五
・

秋
上
（222

～223

）
断
簡

西
行
法
師
〈
白
川
切
〉

251

裏
81

伝 

西
行

針
屋
切
（
五
首
切
）

『
治
承
二
年
右
大
臣
家
百
首
』
断
簡

〈
針
屋
切
〉

252

裏
82

伝 
文
覚

高
山
切

『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』 

断
簡

文
覺
上
人
〈
髙
山
切
〉

253

裏
71

文
覚

消
息
切

仮
名
書
状 

断
簡

裏
83

伝 

文
覚

仮
名
書
状 

断
簡

254

裏
72

寂
蓮

衛
門
切
（
右
衛
門
切
）
『
詞
花
和
歌
集
』
巻
八
・
離
別
（399

）
断
簡

裏
84

伝 

寂
蓮

右
衛
門
類
切

『
詞
花
和
歌
集
』
巻
七
・

恋
上
（223

～234

）
断
簡

寂
蓮
法
師
〈
右
衛
門
切
〉

255

裏
85

伝 

寂
蓮

佐
野
切

『
治
承
二
年
三
月
十
五
日
権
禰
宜
重
保
別
雷
社
歌

合
』
断
簡

〈
佐
野
切
〉

256

裏
73

寂
然

村
雲
切

『
貫
之
集
』
巻
七
（20

～22

）
断
簡

裏
86

伝 

寂
然

村
雲
切

『
貫
之
集
』
巻
二
（127

～129

）
断
簡

寂
然
〈
定
家
卿
加
筆

　
　
　
村
雲
切
〉
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257

裏
74

寂
恵

石
見
切

裏
87

伝 

寂
超

大
富
切

『
中
務
親
王
具
平
集
』
断
簡

寂
超
〈
大
冨
切
〉

258

裏
75

源
空

（
円
光
大
師
）

粟
生
野
切

裏
88

伝 

寂
念

松
本
切

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
五
・

雑
一
（833

～835

）
断
簡

寂
念
法
師
〈
松
本
切
〉

259

裏
89

伝 

法
然

（
円
光
大
師
）

六
字
名
号

圓
光
大
師

260

裏
76

蓮
生

（
熊
谷
直
実
）

能
登
切

裏
90

伝 

蓮
生

（
熊
谷
直
実
）

未
詳
文
書 

断
簡

〈
宇
津
宮
〉
蓮
生
（
性
）
法
師

261

裏
77

住
蓮

星
切

『
父
子
相
迎
』
巻
下 

断
簡

裏
91

伝 

住
蓮

星
切

『
父
子
相
迎
』
巻
下 

断
簡

住
蓮
法
師
〈
星
切
〉

262

裏
78

貞
慶

野
間
切

裏
92

伝 

貞
慶

石
井
切

『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
六 

断
簡

解
脱
上
人
〈
石
井
切
〉

263

裏
81

高
弁
（
明
恵
）

消
息
切

裏
93

高
弁
（
明
恵
）

夢
記
切

『
夢
の
記
』
断
簡

明
惠
上
人

〈
夢
記
切
／
名
ア
リ
〉

264

裏
94

伝 

高
弁

（
明
恵
）

博
多
切

未
詳
仏
典 

断
簡

〈
博
多
切
〉

265

裏
95

賢
弁
上
人

建
保
切

『
起
信
論
疏
』
卷
下 

断
簡

賢
辨
上
人
〈
建
保
切
〉

266

裏
82

隆
尊

金
峯
山
切

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
百
七
（
第
二
分
善

現
品
第
六
之
二
）
断
簡
　
ａ

裏
96

隆
尊

金
峯
山
切

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
四
百
七

（
第
二
分
善
現
品
第
六
之
二
、
巻
末
）
断
簡
　
ｂ

隆
尊
〈
金
峯
山
切
〉

267

裏
80

泉
涌
寺
俊
芿

深
草
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
八
（
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二

十
七
）
断
簡

裏
97

伝 

俊
芿

深
草
切

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
（
序
品
第
一
）
断
簡

泉
涌
寺
俊
芿

268

裏
83

道
元
禅
師

道
正
庵
切

『
永
平
道
元
禅
師
清
規
』
巻
下 
断
簡

裏
98

道
元

道
正
庵
切

『
永
平
道
元
禅
師
清
規
』
巻
下 

断
簡

道
元
禅
師
〈
道
正
庵
切
〉

269

裏
99

伝 

道
元

太
田
切

七
言
四
句
偈

太
田
切

270

裏
84

親
鸞

八
尾
切

未
詳
仏
典 

断
簡

裏
100

伝 

親
鸞

八
尾
切

未
詳
仏
典 

断
簡

親
鸞
上
人
〈
八
尾
切
〉

271

裏
85

円
尓

（
聖
一
国
師
）

消
息
切

裏
101

教
弁
・
慶
順

慶
順
切

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
四
十
八

（
入
法
界
品
第
三
十
四
之
四
、
巻
末
）
断
簡

般
若
寺
教
辨
〈
慶
硯
切
〉

272

裏
86

日
蓮
上
人

消
息
切

裏
102

伝 
日
蓮

聖
教
切

『
観
心
本
尊
抄
』
断
簡

日
蓮
上
人

273

裏
87

叡
尊

（
興
正
菩
薩
）

壺
坂
切

274

裏
88

一
遍
上
人

霊
山
切

裏
103

伝 

一
遍

藤
沢
切

未
詳
縁
起 

断
簡

一
遍
上
人
〈
藤
沢
切
〉

275

裏
89

良
観

（
忍
性
菩
薩
）

大
隅
切

276

裏
90

小
野
文
観

和
田
切
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277

裏
91

宗
峰
妙
超

（
大
灯
国
師
）

佐
保
切

278

裏
92

玄
恵

伯
耆
切

裏
104

伝 

玄
恵

北
条
切

未
詳
詩
歌
合 

断
簡

玄
惠
法
印
〈
北
条
切
〉

279

裏
93

虎
関
師
錬

巻
物
切

280

裏
94

夢
窓
疎
石

三
浦
色
紙

281

裏
95

良
憲

尾
沢
切

282

裏
105

伝 

耕
雲

耕
雲
本
『
源
氏
物
語
』（
蛍
）
断
簡

耕
雲
軒
明
魏

283

裏
96

頓
阿

草
庵
集
切

『
頓
阿
法
師
詠
』
断
簡

裏
106

伝 

頓
阿

草
庵
集
切

『
頓
阿
法
師
詠
』（288

～291

）
断
簡

頓
阿
法
師
〈
草
庵
集
切
〉

284

裏
97

兼
好

越
前
切

『
伊
勢
物
語
』（
43
段
）
断
簡

裏
107

伝 

兼
好

越
前
切

『
伊
勢
物
語
』（41

～42

段
）
断
簡

兼
好
法
師
〈
越
前
切
〉

285

裏
98

浄
弁

松
花
集
切

『
松
花
和
歌
集
』
断
簡

裏
108

伝 

浄
弁

松
花
集
切

『
松
花
和
歌
集
』
断
簡

浄
辨
律
師
〈
松
花
集
切
〉

286

裏
109

伝 

浄
弁

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
三

「
夏
」（282

～284

番
歌
）
断
簡

287

裏
99

慶
運

雁
金
切

裏
110

伝 

慶
運

『
拾
遺
現
藻
和
歌
集
』
断
簡

慶
運
法
師

288

裏
111

伝 

兼
空

下
田
屋
切

『
松
花
和
歌
集
』
巻
一
・
春
（8

～11

）
断
簡

兼
空
上
人
〈
下
田
屋
〉

289

裏
112

筆
者
未
詳

未
詳
巻
物
（
奥
書
）
断
簡



古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
つ
い
て
（
4
）　︱
︱
　収
載
さ
れ
る
古
筆
切
に
注
目
し
て
［
金
子

　馨
］

43

附
表
２
　「
見
努
世
友
」
収
載
古
筆
切
裏
書
（
墨
書
）
一
覧

配
列

伝
称
筆
者

名
称
（
名
物
切
）

小
札
（
極
札
）

裏
書
き
（
詳
細
）

表
1

伝 

聖
武
天
皇

大
聖
武
（
大
和
切
）

聖
武
天
皇
〈
大
和
切
〉

⓪
丁
巳
七
／
①
聖
武

表
4

伝 

光
明
皇
后

②
光
明
　
　
宗
／
辛
未
九

表
7

伝 

花
山
天
皇

波
多
切

花
山
院
〈
波
多
切
〉

⓪
□
丑
□
／
②
花
山
院
宸
翰
〈
□
□
／
了
音
札
〉

表
8

伝 

白
河
天
皇

丹
波
切

白
川
院
〈
丹
波
切
〉

①
白
川
院

表
9

伝 

後
白
河
天
皇

法
勝
寺
切

後
白
川
院
〈
法
輪
寺
切
〉

②
後
白
川

表
10

伝 

後
鳥
羽
天
皇

水
無
瀬
切

後
鳥
羽
院
〈
水
無
瀬
切
〉

②
印
（
割
印
「
関
？
」、
壺
型
印
「
廣
」）、
後
鳥
羽
院
　
札
有
　〈
牛
庵
／
了
音
〉
③
後
鳥
羽

表
12

伝 

後
深
草
天
皇

常
盤
切

後
深
草
院

①
〈
八
十
八
代
〉
後
深
草
院
〈
久
仁 

冨
小
路
院
／
常
盤
井
院
〉
／
後
嵯
峨
院
第
二
子
、
後
深
草
院
　

表
15

伏
見
天
皇

筑
後
切

伏
見
院
〈
筑
後
切
〉

②
〈
九
十
一
代
〉
伏
見
院 

煕
仁
　
正
應
永
仁
　
拾
遺
ノ
切
／
壬
午
六

表
16

伝 

伏
見
天
皇

細
川
切

〈
堀
川
切
〉

④
〈
丑
壬
八
〉
伏
見
院
／
伏
見
院

表
17

伝 

伏
見
天
皇

高
倉
切

〈
高
倉
切
〉

⓪
伏
見
院
／
久
平
へ

表
18

伝 

後
伏
見
天
皇

桂
切

後
伏
見
院
〈
桂
切
〉

①
（
集
不
知 

作
者
也
）
／
風
葉
集
／
後
伏
見
院

表
20

伏
見
天
皇

広
沢
切

〈
廣
澤
切
〉

②
後
伏
見
院 
詠
草
切
／
百
首
之
切

表
21

伝 

後
二
条
天
皇

坂
本
切

後
二
条
院
〈
多
賀
切

　
　
　
　
　
坂
本
切
〉

②
後
二
条
院
、
③
後
二
条

表
24

伝 

光
厳
天
皇

六
条
切

光
厳
院
〈
六
條
切
〉

②
［
九
十
六
／
百
番
］
／
さ
や
か
に
も
哥
拾
遺
悪
筆
／
棹
姫
の
哥
續
古
今
集
〈
續
古
今
之
異
本
か
〉
／
光
厳
院
〈
了
音
ノ
極
ア
リ
〉

表
25

伝 

光
明
天
皇

天
龍
寺
切

光
明
院
〈
天
龍
寺
切
〉

②
光
明
院
／
〈
□
□
下
〉
續
千
載
哥
ナ
ト
モ
ア
リ
／
集
不
知
ト
相
見
間
此
切
ニ
能
似
カ

表
26

伝 

崇
光
天
皇

崇
光
院

①
崇
光
院
、
墨
印
（
浅
井
不
舊
）、
②
崇
光
院
／
〈
集
不
知 

哥
ノ
注
書
タ
ル
物
也
／
恋
を
の
み
哥
千
載
集
恋
三
ニ
ア
リ
〉

《
凡
例
》

古
筆
切
の
裏
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
一
覧
に
示
し
、
裏
書
き
の
内
容
を
記
し
た
。

本
紙
裏
は
⓪
、
裏
打
ち
紙
に
裏
書
き
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
本
紙
に
近
い
順
に
①
②
③
④
と
あ
ら
わ
し
た
。

ミ
セ
ケ
チ
や
ス
リ
ケ
シ
は
（
　
）
内
、
割
書
き
・
小
書
き
は
〈
　
〉
内
、
貼
り
紙
は
［
　
］
内
、
朱
書
き
は
〔
　
〕

内
に
示
し
、
長
文
の
場
合
は
改
行
を
「
／
」
で
示
し
た
。
判
読
不
明
な
個
所
は
□
で
あ
ら
わ
し
た
。
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表
27

伝 

後
光
厳
天
皇

兵
庫
切

後
光
厳
院
〈
兵
庫
切
〉

①
後
光
厳
院
〈
續
古
今
異
本
〉

表
29

伝 
宗
尊
親
王

日
向
切

宗
尊
親
王
〈
日
向
切
〉

①
宗
尊

表
30

伝 

宗
尊
親
王

熊
野
切

〈
熊
野
切
〉

①
宗
尊
親
王
〈
了
音
極
類
切
／
万
葉
切
〉、
印
（
不
明
）

表
33

伝 

邦
省
親
王

松
梅
院
切

邦
看
親
王
〈
松
梅
院
切
〉

⓪
印
（
不
明
）

表
34

伝 

護
良
親
王

播
磨
切

大
塔
宮
〈
播
磨
切
〉

⓪
印
（
不
明
）、
①
大
塔
宮
尊
雲
／
文
切
、
印
（
不
明
）

表
35

伝 

四
辻
善
成

細
川
切

四
辻
宮
善
成
〈
細
川
切
〉

③
四
辻
宮
善
成
公
　
札
有

表
37

伝 

吉
備
真
備

虫
喰
切

吉
備
公

②
吉
備

表
39

伝 

近
衞
家
基

家
基
公

③
家
基

表
40

伝 

近
衞
道
嗣

久
我
切

道
嗣
公
〈
久
我
切
〉

③
近
衞
道
嗣
公
／
定
成
／
新
古
今
〈
哀
傷
切
〉、
竪
一
寸
モ
長
キ
ア
リ

表
41

伝 

鷹
司
基
忠

小
倉
切

鷹
司
基
忠
公
〈
小
倉
切
〉

①
鷹
司
基
忠
〈
了
音
札
〉

表
43

伝 

藤
原
忠
通

⓪
紙
背
あ
り
、
③
忠
通
公
〈
法
性
寺
殿
〉
外
題
有

表
47

伝 

九
条
道
家

備
中
切

九
条
道
家
公
〈
備
中
切
〉

①
道
家
公
／
新
古
今
恋
之
四
〈
了
音
之
極
ア
リ
〉、
ろ
十
七

表
52

伝 

藤
原
家
良

御
文
庫
切

衣
笠
家
良
公
〈
御
文
庫
切
〉

③
衣
笠
内
大
臣
家
良
公

表
53

伝 

三
条
実
重

但
馬
切

三
条
實
重
公
〈
但
馬
切
〉

①
実
重

表
54

伝 

松
殿
実
重

馬
場
切

松
殿
忠
嗣
卿
〈
馬
場
切
〉

①
松
殿
忠
嗣

表
55

伝 

三
条
実
冬

巻
物
切

三
条
實
冬
公

⓪
紙
背
文
書
か

表
56

伝 

清
水
谷
実
秋

持
明
院
切

清
水
谷
實
秋
卿
〈
持
明
院
切
〉

③
清
水
谷
殿
実
秋
卿

表
57

伝 

花
山
院
師
賢

佐
々
木
切

尹
師
賢
卿
〈
佐
々
木
切
今
城
切
〉

①
師
賢

表
58

藤
原
教
長

（
伝 

飛
鳥
井
雅
経
）

長
谷
切

飛
鳥
井
雅
経
卿
〈
長
谷
切
〉

①
雅
経
、
和
漢
朗
詠
集
切
／
雅
経

表
59

藤
原
教
長

（
伝 

飛
鳥
井
雅
経
）

今
城
切

〈
今
城
切
〉

②
飛
鳥
井
祖
雅
経
卿
／
古
今
離
別
、
花
押
、
印
二
種
（
不
明
）
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表
60

伝 

飛
鳥
井
雅
有

八
幡
切

雅
有
卿
〈
八
幡
切
〉

②
雅
有
〈
後
拾
遺 （
春
）
秋
上
〉

表
61

伝 
大
炊
御
門
冬
忠

武
田
切

大
炊
御
門
冬
忠
公
〈
武
田
切
〉

③
冬
忠
〈
大
炊
御
門
〉
／
哥
合
未
考

表
62

伝 

中
山
定
宗

国
栖
切

中
山
定
宗
卿
〈
國
栖
（
ク
ス
）
切
〉

②
中
山
定
宗

表
63

伝 

園
基
氏

間
宮
切

園
基
氏
卿
〈
間
宮
切
〉

⓪
四
十
三
、
印
（
正
好
）、
②
□
□
／
園
殿
基
氏
卿
／
續
古
今
〈
夏
〉、
能
ク
似
ク
ル
切
も
後
撰
集
ア
リ
／
哥
二
行
書
／
此
出
来
よ
り
少
シ
文
字

ホ
ソ
シ

表
64

伝 

日
野
俊
光

千
種
切

日
野
俊
光
卿
〈
千
種
切
〉

①
日
野
俊
光
　
後
拾
遺
集
〈
羇
旅
切
〉
／
了
意
極
ア
リ

表
67

伝 

万
里
小
路
藤
房

山
田
切

藤
房
卿
〈
山
田
切
〉

①
藤
房

表
68

伝 

源
通
親

龍
山
切

久
我
通
親
公
〈
龍
山
切
〉

③
久
我
通
親
公

表
70

伝 

源
通
具

山
中
切

〈
山
中
切
〉

①
み
ち
と
も

表
71

伝 

中
院
通
方

吉
田
切

中
院
通
方
卿
〈
吉
田
切
〉

②
中
院
通
方
卿
〈
新
古
今
切
〉
／
久
我
通
親
に
て
は
貫
之
候
、
印
（
不
明
）

表
72

伝 

久
我
長
通

安
芸
切

久
我
長
通
公
〈
安
藝
切
〉

②
長
通
　
文
を
／
新
後
撰
集
〈
雑
中
〉
／
長
通
者
邑
上
源
氏
也
具
平
親
王
孫
中
院
祖
六
條
右
大
臣
顕
房
五
世
孫
内
大
臣
通
親
公
男
久
我
祖
／
太

政
大
臣
通
光
公
五
代
正
嫡
也
父
左
大
臣
通
雄
公
母
源
仲
基
女
也
蓋
長
通
号
後
中
院
又
千
種
／
叙
従
一
位
〈
暦
應
三
年
〉
任
太
政
大
臣
俊
光
厳
帝

之
文
和
二
年
薨
行
年
七
十
四

表
73

伝 

藤
原
忠
家

柏
木
切

御
子
左
忠
家
卿
〈
柏
木
切
〉

④
忠
家 

俊
忠 

俊
成 

定
家 

為
家
也
／
了
音
札

表
74

伝 

藤
原
俊
忠

二
条
殿
切

俊
忠
卿
〈
二
條
殿
切
〉

②
俊
忠
哥
二
首
、
印
（
不
明
）

表
76

藤
原
俊
成

御
家
切

①
俊
成
／
古
今
〈
賀
〉

表
79

伝 

藤
原
定
家

五
首
切

定
家
卿
〈
五
首
切
〉

②
庚
辰
四
、
印
（
不
明
）

表
80

伝 

藤
原
定
家

成
就
切

〈
成
就
切
〉

②
遊
行
上
人
、（
二
代
□
□
□
）

表
82

伝 

二
条
為
家

姫
路
切

〈
姫
路
切
〉

②
（
箔
切
）
姫
路
切
／
為
家
／
百
番
哥
合
〈
源
氏
／
狭
衣
〉
哥

表
84

伝 

二
条
為
氏

因
幡
切

為
氏
卿
〈
因
幡
切
〉

①
二
条
家
為
氏
因
幡
切
也

表
85

伝 

冷
泉
為
相

結
城
切
（
勅
判
切
）

為
相
卿
〈
結
城
切
〉　〈
後
伏
見
院
勅
判
〉

①
冷
泉
為
相
卿
／
後
伏
見
院
判
詞
右
哥
心

表
86

伝 

二
条
為
世

柴
田
切

為
世
卿
〈
柴
田
切
〉

③
為
世
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表
87

伝 

二
条
為
道

安
田
切

為
道
卿
〈
安
田
切
〉

①
花
押
（
不
明
）、
②
為
道
／
古
今
〈
雑
下
〉

表
89

伝 
二
条
為
遠

八
嶋
切

為
遠
卿
〈
八
嶋
切
〉

③
為
遠
卿
申
七

表
90

伝 

二
条
為
邦

入
江
切

為
邦
卿
〈
入
江
切
〉

②
為
遠
／
為
邦
ト
牛
庵
極
ア
リ
〔
可
定
〕、
為
定
子
／
詞
花
集
切
〈
雑
上
部
〉

表
92

伝 

進
子
内
親
王

妙
満
寺
切

進
子
内
親
王
〈
妙
満
寺
切
〉

②
進
子
内
親
王
〈
後
伏
見
院
皇
女
〉

表
93

伝 

徽
安
門
院

妙
満
寺
切

徽
安
門
院
〈
同
〉

②
徽
安
門
院
〈
花
園
院
皇
女
〉

表
94

伝 

儀
子
内
親
王

妙
満
寺
切

儀
子
内
親
王
〈
同
〉

②
儀
子
内
親
王
〈
花
園
院
皇
女
〉

表
95

伝 

吉
備
由
利

鞍
馬
切

吉
備
由
利
〈
鞍
馬
切
〉

①
由
利
大
臣

表
96

伝 

中
将
姫

当
麻
切

中
将
姫
〈
當
麻
切
〉

①
中
将
姫

表
98

伝 

藤
原
公
任

（
伝 

小
大
君
）

麗
花
集
切
（
香
紙
切
）

〈
麗
花
集
切
〉

③
辰
二
、
④
小
大
君
、
麗
花
集
切
、
公
任
卿
ト
了
栄
極
ア
リ
猶
可
考

表
99

伝 

二
位
尼
（
北
条
政
子
）

二
位
尼

①
二
位
尼
／
ま
さ
子

表
100

伝 

坊
門
局

小
松
切

坊
門
局
〈
玄
田
切
小
松
切
〉

①
坊
門
局

表
101

伝 

越
部
局

阿
野
切

越
部
局
〈
阿
野
切
〉

①
越
部
局
〈
俊
成
卿
女
〉、
古
今
〈
春
上
〉

表
102

伝 

民
部
卿
局

秋
篠
切

民
部
卿
局
〈
秋
篠
切
〉

②
民
部
卿
、
民
部
卿
局
〈
定
家
卿
女
　
了
音
極
メ
類
〉、
民
部
卿
局
、
後
撰
集
〈
雑
四
〉

表
103

伝 

阿
仏
尼

秋
田
切
（
鯉
切
）

阿
佛
尼
〈
鯉
下
繪
秋
田
切
〉

②
阿
佛
／
古
今
集
〈
春
下
〉

表
104

伝 

千
代
能

宇
都
宮
切

千
代
能
〈
宇
都
宮
切
〉

④
慶
愛
寺
開
山
無
署
如
大
禅
師
　
将
軍
尊
氏
公
御
姨
　
印
（
不
明
）、
了
音
札
、
天
藤
自
の
　
□
□
□

表
110

伝 

平
忠
度

進
藤
切

平
忠
度
朝
臣
〈
進
藤
切
〉

①
平
忠
度
／
金
葉
集
〈
春
上
〉

表
111

伝 

平
業
兼

春
日
切

平
業
兼
朝
臣
〈
春
日
切
〉

②
業
兼
、
独
り
ぬ
る
ノ
哥
新
古
今
集
〈
雑
上
〉
花
山
院
御
□
／
花
山
院
御
集
歟
可
考
、
印
（
不
明
）

表
115

伝 

新
田
義
貞

菊
池
切

新
田
義
貞
〈
菊
池
切
〉

③
新
田
義
貞
〈
古
今
恋
四
〉〈
了
仲
極
〉

表
116

伝 

足
利
尊
氏

北
山
切

尊
氏
公
〈
北
山
切
〉

③
新
古
今
〈
秋
上
〉
／
尊
氏
公

表
117

今
川
了
俊

伊
予
切

今
川
了
俊
〈
伊
与
切
〉

①
今
川
殿
了
俊
、
③
今
川
了
俊
〈
有
極
〉、
源
氏
物
語
注
〈
自
筆
奥
書
ア
リ
／
伊
与
切
〉



古
筆
手
鑑
「
見
努
世
友
」
に
つ
い
て
（
4
）　︱
︱
　収
載
さ
れ
る
古
筆
切
に
注
目
し
て
［
金
子

　馨
］

47

裏
2

伝 

聖
徳
太
子

法
隆
寺
切

法
隆
寺
切

②
未
二

裏
3

伝 
朝
野
魚
養

御
室
切

魚
養

⓪
魚
養
、
①
魚
養

裏
4

伝 

小
野
篁

山
門
切

小
野
篁
〈
山
門
切
〉

⓪
割
印
（
不
明
）、
③
小
野
篁
、
白

裏
6

伝 

紀
貫
之

高
野
切
第
三
種

貫
之
〈
高
野
切
〉

①
貫
之

裏
8

伝 

小
野
道
風

本
阿
弥
切

〈
本
阿
弥
切
〉

②
道
風
〈
本
阿
弥
切
／
古
今
集
〉
了
延
極
、
書
五
十
三

裏
9

伝 

小
野
道
風

小
島
切

〈
小
嶋
切
〉

②
（
道
風
）

裏
12

伝 

源
俊
頼

大
字
切

①
印
（
不
明
）

裏
13

伝 

藤
原
行
成

堺
切

行
成
卿
〈
堺
切
〉

③
〈
五
〉
行
成

裏
15

伝 

源
順

栂
尾
切
（
鎌
倉
切
）

源
順
〈
鎌
倉
切
〉

②
宗
□
□

裏
17

伝 

藤
原
公
任

（
伝 

源
俊
頼
、
伝 

西
行
）
糟
色
紙
（
後
拾
遺
集
切
、

粽
切
）

公
任
卿
〈
糟
色
紙
〉

⓪
信
□
還
／
了
（
横
書
で
了
信
カ
）、
今
に
は
か
り
か
す
ま
さ
ら
な
む
／
あ
か
て
ゆ
く
み
や
こ
の
山
を
／
楽
□
と
た
に
み
む
／
公
任
卿
色
紙
探

幽
斎
／
写
有
之
／
大
切
物
也
／
増
基
後
撰
／
入
此
哥
ハ
／
後
拾
遺
ニ
入

裏
18

伝 

藤
原
公
任

堺
色
紙

〈
堺
色
紙
〉

②
公
任

裏
19

伝 

藤
原
定
頼

右
近
切
（
烏
丸
切
）

〈
右
近
切
〉

⓪
印
（
不
明
）、
②
公
任
卿
／
後
撰
集
〈
春
中
切
〉

裏
20

伝 

藤
原
定
頼

烏
丸
切

藤
原
定
頼
卿
〈
烏
丸
切
〉

①
後
撰
集
〈
冬
切
〉、（
世
尊
寺
行
成
卿
）
定
頼
也
　
了
音
極
類
／
印
（
不
明
）

裏
23

伝 

源
俊
頼

尼
崎
切

源
俊
頼
朝
臣
〈
尼
崎
切
〉

④
万
葉
集
切
〈
白
川
切
大
治
二
年
金
葉
集
撰
者
俊
頼
〈
大
工
頭
四
位
／
大
納
言
経
信
子
〉〉

裏
24

伝 

源
俊
頼

東
大
寺
切

〈
東
大
寺
切
〉

①
俊
頼
／
東
大
寺
切
／
縁
起
ナ
リ
、
印
（
澤
）

裏
26

藤
原
基
俊

（
伝 

藤
原
公
任
）

山
名
切

〈
山
名
切
〉

②
丑
五
、
③
〔
藤
原
〕
基
俊
〈
了
音
類
切
〉　
和
漢
朗
詠
集
〈
公
任
筆
〉、〔
百
人
一
首
之
内
／
契
お
き
し
〕、
従
五
位
基
俊
、
印
（
不
明
）、〔
従

五
位
下
左
衛
門
佐
基
俊
朝
臣
／
法
名
覚
舜
／
保
延
出
家
〕〈
八
十
四
才
〉

裏
27

伝 

藤
原
顕
輔

鶉
切

藤
原
顕
輔
卿
〈
鶉
切
〉

①
古
今
〈
俳
諧
〉、
左
京
大
夫
顕
輔
〈
村
に
〉
印
（
極
札
写
）

裏
30

伝 

藤
原
有
家

多
田
切

藤
原
有
家
卿
〈
多
田
切
〉

①
大
蔵
卿
有
家
〈
新
古
今
集
〉、
印
（
不
明
）

裏
32

伝 

藤
原
秀
能

三
宅
切

大
屋
秀
能
朝
臣
〈
三
宅
切
〉

②
藤
原
秀
能
朝
臣
〈
新
勅
撰
／
神
祇
之
切
〉
朝
倉
茂
入
極
、
藤
原
左
兵
衛
尉
大
夫
出
羽
守
従
五
位
上
新
古
今
／
撰
之
時
和
哥
所
寄
人
承
久
乱
ニ

京
方
／
追
手
大
将
乱
後
始
熊
野
出
家
法
名
如
願
／
以
和
哥
徳
□
命
　
仁
治
元
年
五
月
廿
一
日
卒
／
五
十
七
才
　
秀
康
弟
　
河
内
守
秀
宗
子

裏
35

伝 

藤
原
定
実

粉
河
切

世
尊
寺
定
實
朝
臣
〈
粉
河
　
粉
河
切
〉

②
□
□
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裏
38

伝 

藤
原
行
能

三
条
切

〈
三
条
切
〉

⓪
行
能

裏
39

伝 
藤
原
経
朝

玉
津
切

経
朝
卿
〈
玉
津
切
〉

②
世
尊
寺
行
尹
卿
／
了
音
ノ
極
ア
リ

裏
41

伝 

藤
原
経
朝

②
経
朝

裏
42

伝 

藤
原
経
尹

那
智
切

経
尹
卿
〈
那
智
切
〉

⓪
印
、
②
経
尹

裏
43

伝 

藤
原
定
成

佐
介
切

定
成
卿
〈
佐
介
切
〉

⓪
□
延
ノ
極
ア
リ
（
了
延
カ
）

裏
46

伝 

藤
原
行
尹

①
行
尹
、
割
印
（
不
明
）

裏
48

伝 

藤
原
行
房

下
野
切

〈
下
野
切
〉

②
世
尊
寺
行
房
卿
／
拾
遺
集
〈
賀
〉、
九
十
二

裏
49

伝 

藤
原
行
忠

行
忠
卿

②
世
尊
寺
行
忠
卿
、
古
今
集
〈
羇
旅
〉

裏
50

伝 

藤
原
行
俊

長
門
切

行
俊
卿

②
世
尊
寺
□
、
行
俊

裏
51

伝 

法
守
法
親
王

菩
提
院
切
（
槙
尾
切
）

仁
和
寺
法
守
親
王
〈
菩
提
／
院
切
〉　
　

〈
菩
提
院
切
〉

②
仁
和
寺
／
法
守
、
印
（
不
明
）

裏
52

伝 

守
覚
法
親
王

木
寺
切

守
覺
親
王
〈
木
寺
切
〉

①
仁
和
寺
／
守
覚

裏
53

伝 

尭
仁
法
親
王

大
仏
切

妙
法
院
尭
仁
親
王
〈
大
佛
切
〉

②
古
今
集
〈
雑
下
〉、
如
法
院
／
堯
仁
親
王

裏
54

伝 

慈
円

丸
山
切

慈
鎮
和
尚
〈
丸
山
切
〉

②
慈
鎮
、
③
慈
鎮
〈
拾
遺
集 

哀
傷
切
〉、
印
（
不
明
）、
了
音
極
ア
リ

裏
55

伝 

道
覚
法
親
王

青
蓮
院
道
覺
親
王

⓪
紙
背
文
書
あ
り
、
①
青
蓮
院
道
覚
、
印
（
徳
）

裏
56

伝 

慈
道
法
親
王

青
蓮
院
慈
道
親
王

③
慈
道 
戊
寅
八

裏
59

伝 

尊
道
法
親
王

尊
道
親
王

③
尊
道 

青
蓮
院
〈
了
音
札
〉

裏
60

伝 

尊
道
法
親
王

②
尊
道

裏
61

伝 

祐
助
親
王

亀
山
切

祐
助
親
王
〈
亀
山
切
〉

①
天
台
座
主
祐
助
親
王
、
七
十
二

裏
62

伝 

道
円
法
親
王
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On Kohitsu Tekagami (Album of Exemplary Calligraphy Fragments) 
“Minuyo-no-Tomo” (4) 

— Focusing on the Included Calligraphy Fragments

  KANEKO, Kaoru 

 The album of ancient exemplary calligraphy fragments “Minuyo-no-Tomo” (National Treasure), 
in the collection of the Idemitsu Museum of Arts, is a standard reference book for the Kohitsu-ke 
(literally meaning, ‘ancient calligraphy family’), the notable family of calligraphy connoisseurs, whose 
business was appraising ancient calligraphy during the Edo period. It is considered as one of the “Three 
Kohitsu Tekagami” together with “Moshiogusa” (National Treasure, in the collection of the Kyoto 
National Museum), created by Ryōhan (1790–1853), the 10th head of the Kohitsu-ke family and 
“Kanbokujō” (National Treasure, MOA Museum of Art, Shizuoka), compiled by Ryochū (1655–1736) 
of a branch family, Kohitsu Bekke. It has been thought that the album, “Minuyo-no-Tomo” is the work 
compiled by the Kohitsu-ke family, and its content is noted for its similarity to “Moshiogusa.”
 However, in the previous studies of this series, the author focused on the arrangement of 
fragments in the albums (the order of the calligraphy fragments and overall composition) and compared 
the three albums, and confirmed that each has distinct characteristics, reflecting the era and the 
preferences of their creators (compilers). In other words, while “Moshiogusa” and “Minuyo-no-Tomo” 
have been considered similar and attributed to the same person (Ryōhan), it cannot be definitively 
concluded that they were produced by the same individual.
 Therefore, this paper focuses on the ancient calligraphy fragments included in both albums, 
and by comparing and verifying the connections between the fragments common to both albums, it 
examines their relationship and also discloses information regarding the inscriptions on the back side 
of the albums mentioned in the previous paper. Furthermore, focusing on the ancient calligraphy 
fragments included in the album “Minuyo-no-Tomo,” descriptions concerning the “Hyūga-gire” 
fragments attributed to Prince Munetaka can also be confirmed in the Kohitsu-ke family materials 
(in the collection of the KEIO Institute of Oriental Classics Shido Bunko Century Akao Collection). 
Although a thorough investigation of these materials was not possible, I wish to mention them within 
the scope of what is known to date.
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